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夏
の
到
来
を
告
げ
る
「
第
44

回
マ
ー
メ
イ
ド
・
パ
レ
ー
ド
」

が
20
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ

ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
で
華
や
か
に

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
パ
レ
ー
ド

は
、
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の

１
０
０
年
に
わ
た
る
華
や
か
さ

と
ユ
ニ
ー
ク
な
魅
力
を
称
え
、

市
内
5
区
だ
け
で
な
く
遠
方
か

ら
も
参
加
す
る
芸
術
的
ビ
ジ
ョ

ン
と
起
業
家
精
神
を
讃
え
る
催

し
だ
。
人
魚
や
深
海
魚
、
幻
想

的
な
海
の
生
き
物
を
描
い
た
独

創
的
な
手
作
り
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

に
は
ロ
ブ
ス
タ
ー
も
＝
写
真

＝
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
、
機
械
仕
掛
け

の
山
車
な
ど
を
数
千
人
の
観
客

が
声
援
を
贈
っ
た
。(Photo: 

Gregory D'Agostino)

♥うちら♪陽気な
　　ロブスタ娘♪
コニーアイランドで人魚パレード

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
サ
ム
ラ

イ
ブ
ル
ー
（
日
本
代
表
）
の
第

３
戦
と
な
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦

を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
25

日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
（
開

場
は
午
後
６
時
）
前
回
の
対
オ

ラ
ン
ダ
戦
応
援
と
同
じ
プ
レ
イ

ラ
イ
ト
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ブ

２
階
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
（
西
35
丁
目
27
番
地
）
に

て
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日
本

商
工
会
議
所
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

の
日
系
３
団
体
共
催
で
開
催
さ

れ
る
。
入
場
料
20
ド
ル
（
支
払

い
は
当
日
会
場
に
て
。
1
回
分

の
無
料
ド
リ
ン
ク
券
付
き
）。

先
着
順
。
定
員
２
０
０
人
に
達

し
次
第
受
け
付
け
終
了
。
予
約

な
し
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
可
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.nipponclub.org/event

を
参
照
す
る
。

対スウェーデン戦応援
FIFA観戦イベント25日夜
NY日系３団体共催で開催

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
も
と
で
、

地
方
警
察
と
連
邦
移
民
・
関
税

執
行
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
連
携
が

急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
背
景

に
あ
る
の
が
「
２
８
７
（
ｇ
）

協
定
」
と
呼
ば
れ
る
制
度
で
、

連
邦
政
府
が
地
方
警
察
や
保
安

官
事
務
所
に
移
民
法
執
行
権
限

の
一
部
を
委
任
す
る
仕
組
み

だ
。
訓
練
を
受
け
た
警
官
は
、

通
常
の
警
察
活
動
の
な
か
で
移

民
資
格
の
確
認
や
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の

引
き
渡
し
に
関
与
で
き
る
た

め
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や
テ
ー
ル

ラ
ン
プ
切
れ
な
ど
の
軽
微
な
交

通
違
反
が
移
民
摘
発
の
き
っ
か

け
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。
地
方
警
察
を
利

用
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
手
足
を
全
米

に
広
げ
た
格
好
だ
。

　

連
邦
政
府
は
地
方
機
関
の
協

力
を
促
進
す
る
た
め
、
訓
練
費

や
人
件
費
、
残
業
代
な
ど
を
補

助
す
る
制
度
も
拡
充
し
て
い

る
。
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は

財
政
支
援
を
受
け
な
が
ら
法
執

行
能
力
を
強
化
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
、
人
種
や
民
族

的
背
景
に
よ
る
職
務
質
問
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

も
根
強
い
。

「
２
８
７
（
ｇ
）」
と
は
移
民

国
籍
法
第
２
８
７
条
（
ｇ
）
項

に
由
来
す
る
も
の
で
、
不
法
移

民
の
増
加
へ
の
懸
念
や
麻
薬
密

輸
な
ど
の
犯
罪
対
策
の
た
め

１
９
９
６
年
に
制
定
さ
れ
た
。

当
初
は
参
加
す
る
自
治
体
は
皆

無
だ
っ
た
が
、
２
０
０
１
年
の

同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
す
る
と

関
心
が
高
ま
り
２
０
１
１
年
に

72
の
自
治
体
が
参
加
し
た
。
バ

イ
デ
ン
政
権
末
期
で
16
州
で
約

１
３
５
件
だ
っ
た
が
、
第
２

次
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
に

急
増
し
、
現
在
で
は
31
州
で

１
２
０
０
近
い
警
察
機
関
・
保

安
官
事
務
所
が
参
加
す
る
大
規

模
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
南
部
を
中
心
に
広
が
っ
て
お

り
、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
ジ
ョ
ー
ジ

ア
州
で
は
多
数
の
郡
保
安
官
事

務
所
や
警
察
機
関
が
参
加
し
て

い
る
。
特
に
テ
キ
サ
ス
州
で
は

人
口
10
万
人
以
上
の
地
域
の
機

関
は
今
年
12
月
１
日
ま
で
に
協

定
締
結
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

単
な
る
推
奨
で
は
な
く
、
州
法

で
事
実
上
の
参
加
拡
大
を
進
め

て
い
る
。

　

全
米
で
は
高
速
道
路
や
一
般

道
路
が
移
民
取
締
り
の
現
場
と

な
る
地
域
が
増
え
る
一
方
、
北

東
部
で
は
逆
に
地
方
警
察
と
移

民
当
局
の
取
締
り
を
分
け
る
動

き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
な
ど

は
移
民
保
護
政
策
を
維
持
し
て

お
り
、南
部
州
と
は
対
照
的
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
民

主
党
が
多
数
を
占
め
る
州
議
会

が
地
方
警
察
に
よ
る
２
８
７

（
ｇ
）
協
定
を
禁
止
す
る
法
案

を
可
決
、
５
月
28
日
に
ホ
ウ
ク

ル
知
事
が
署
名
し
成
立
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
は
じ
め
同

州
の
多
く
の
自
治
体
で
は
、
単

に
移
民
資
格
を
理
由
と
し
て
住

民
を
拘
束
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
部

の
郡
や
自
治
体
で
は
連
邦
当
局

と
の
協
力
事
例
が
あ
り
、
交
通

違
反
の
取
り
締
ま
り
が
結
果
的

に
移
民
摘
発
に
つ
な
が
っ
た
ケ

ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
も
移

民
保
護
に
積
極
的
な
州
の
一
つ

で
、
州
司
法
当
局
は
地
方
警
察

が
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
業
務
を
代
行
す
る

こ
と
に
否
定
的
な
姿
勢
を
示
し

て
き
た
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で

も
同
様
に
、
州
レ
ベ
ル
で
は
移

民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
信
頼

関
係
を
重
視
す
る
方
針
が
強

く
、
南
部
州
の
よ
う
な
大
規
模

な
参
加
は
見
ら
れ
な
い
。

　

移
民
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
は

地
域
の
交
通
取
締
り
や
警
察
活

動
の
あ
り
方
に
も
広
が
っ
て
お

り
、
各
州
の
対
応
は
大
き
く
分

か
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

地
方
警
察
と
Ｉ
Ｃ
Ｅ
連
携

Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ
州
は
拒
否

https://www.restaurantnippon.com/
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https://www.nipponclub.org/event
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https://www.nipponclub.org/event
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ

ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
、
作
編

曲
家
で
あ
り
、
小
倉
直
也
ジ
ャ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
バ
ン
ド

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
小
倉
直
也

が
、 

６
月
12 

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
ス
ペ

ー
ス
内
レ
ナ
ー
ド
・
ニ
モ
イ
・

タ
リ
ア
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ

Ｍ
Ｉ
第
37 

回
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン

ポ
ー
ザ
ー
ズ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
お
い
て
権
威
あ
る
「
チ
ャ
ー

リ
ー
・
パ
ー
カ
ー
・
ジ
ャ
ズ
作

曲
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

兵
庫
県
西
宮
市
出
身
の
小
倉

は
、幼
少
期
よ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
学
び
、
高
校

時
代
に
ジ
ャ
ズ
と
出
会
う
。
そ

の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学

ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
大
学

院
（
ア
ー
ロ
ン
・
コ
ー
プ
ラ
ン

ド
音
楽
学
校
）
ジ
ャ
ズ
作
曲
科

を
首
席
で
修
了
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
複
数
の
音
楽
賞
を
受
賞

し
て
い
る
が
、
今
回
の
受
賞
は

そ
の
実
績
を
さ
ら
に
塗
り
替
え

る
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
毎
年
5
月
に
開
催
さ

れ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

に
は
、
自
身
の
バ
ン
ド
を
率
い

て
5
年
連
続
で
出
演
を
し
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
深
く

親
し
ま
れ
、
精
力
的
な
実
演
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
はTiny 

Storage M
usic LLC 

：

Ｅ

メ

ー

ルemail@
tinystoragem

usic.com

、

ウ
エ
ブ
サ
イ
トwww.

naoyaogura.com

を
参
照
す

る
。

ジ
ャ
ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
小
倉
直
也

　
　
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
チ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
ー
カ
ー
・

　
　

ジ
ャ
ズ
作
曲
賞
」
受
賞

© BMI(写真は左から )アンディ・
ファーバー (BMI JCW音楽監督 )、
ディードラ・チャドウィック
(BMI財団会長 兼 BMIクラシッ
ク・ジャズ部門最高責任者 )、小
倉直也、アラン・ファーバー (BMI 
JCW副音楽監督 ) 写真提供 :ブ
ライアン・バーソン (BMI)

　

多
彩
な
個
性
が
集
ま
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
美
容
界
で
、
独
自

の
存
在
感
を
放
つ
美
容
師
が
い

る
。
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
サ

ロ
ン
を
経
営
す
る
細
野
ま
さ
み

さ
ん
。自
身
も
ク
ィ
ア
と
し
て
、

性
別
不
問
の
一
律
料
金
な
ど
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る

空
間
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ

ん
な
細
野
さ
ん
は
昨
年
、
イ
ギ

リ
ス
人
の
女
性
パ
ー
ト
ナ
ー
が

精
子
提
供
を
通
し
て
出
産
し
た

こ
と
で
一
児
の
母
と
な
っ
た
。

「
二
人
の
母
」
と
し
て
の
現
在

地
、
そ
し
て
歩
む
未
来
に
迫
っ

た
。

　

丁
寧
か
つ
速
い
カ
ッ
ト
、
く

せ
を
生
か
し
た
ス
タ
イ
ル
が
評

判
の
細
野
さ
ん
の
サ
ロ
ン
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
育
児
の
発
信
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
客
層
も
ク
ィ
ア
の

親
が
増
え
る
な
ど
変
化
が
現
れ

て
い
る
。
母
に
な
り
、
仕
事
へ

の
向
き
合
い
方
は
変
わ
っ
た
の

か
を
問
う
と
、
確
か
な
実
感
を

込
め
て
言
葉
を
紡
い
だ
。

細
野
：「
以
前
は
サ
ロ
ン
を
大

き
く
し
た
い
『
夢
』
が
あ
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

こ
と
で
す
べ
て
打
ち
壊
さ
れ
、

尖
っ
て
い
た
も
の
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
地
位
を
築
く
た
め
で

は
な
く
、
お
む
つ
や
デ
イ
ケ
ア

な
ど
『
こ
の
仕
事
が
家
族
の
生

活
を
支
え
て
い
る
』と
思
う
と
、

一
人
ひ
と
り
の
お
客
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
よ
り
大
き
く

な
り
ま
し
た
」

　

人
種
も
性
も
多
様
な
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
惹
か
れ
２
０
１
２
年

に
移
住
。
当
た
り
前
の
よ
う
に

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
た
ち
が
共
存

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
自
身
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
自
信
を

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

出

産
ま
で
は
数
々
の
壁
が
あ
っ
た

が
、
乗
り
越
え
た
経
験
は
家
族

の
愛
と
絆
を
深
め
た
と
語
る
。

一
方
で
、
日
本
へ
戻
る
可
能
性

を
問
う
と
細
野
さ
ん
は
表
情
を

曇
ら
せ
る
。

 

細
野
：「
戻
り
た
く
て
も
、
い

ま
の
日
本
は
法
律
上
結
婚
で
き

ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
家
族

で
す
が
、
日
本
で
は
法
的
に
認

め
ら
れ
ず
、
異
性
愛
の
国
際
結

婚
の
夫
婦
で
あ
れ
ば
認
め
ら
れ

る
権
利
や
制
度
を
得
ら
れ
な
い

ん
で
す
」 

　

ま
た
、
日
本
へ
旅
行
し
た
際

に
は
、
複
雑
な
思
い
を
抱
い
た

経
験
も
あ
る
。

細
野
：「
娘
と
二
人
だ
と
、
無

意
識
に
『
父
親
は
白
人
男
性
だ

ろ
う
』
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
家
族
で
い
て
も
、

パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
『
お
友

達
で
す
か
？
』
と
聞
か
れ
、『
家

族
で
す
』
と
答
え
て
も
、
相
手

は
困
惑
し
て
い
ま
し
た
ね
」

　

故
郷
の
現
状
に
葛
藤
を
抱
え

つ
つ
も
、
未
来
へ
の
希
望
を
次

世
代
へ
と
託
す
。

 

細
野
：「
Ｚ
世
代
や
ア
ル
フ
ァ

世
代
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
若

者
た
ち
は
政
治
や
社
会
問
題
を

タ
ブ
ー
視
せ
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世

界
中
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
国

境
を
越
え
て
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て

い
る
世
代
の
子
た
ち
に
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
変
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
」 

　

自
身
も
日
本
語
で
の
発
信
を

続
け
、「
同
じ
立
場
の
人
た
ち

の
希
望
に
な
れ
た
ら
」
と
願
う

細
野
さ
ん
。
い
ま
の
夢
は
、
い

つ
か
6
月
の
プ
ラ
イ
ド
マ
ー
チ

に
家
族
3
人
で
出
か
け
る
こ

と
。
多
様
な
愛
が
街
を
彩
る
そ

の
パ
レ
ー
ド
の
な
か
に
、
家
族

の
歩
む
未
来
が
待
っ
て
い
る
。

　
　
　
（
川
﨑
理
加
、
写
真
も
）

◇

【
こ
と
ば
解
説
】
ク
ィ
ア
＝
同

性
愛
者
な
ど
を
含
む
既
存
の
性

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
多

様
な
性
の
あ
り
方
を
持
つ
人
々

の
総
称
。

クィアの美容師

細野まさみさん

「
二
人
の
母
」
が
切
り
拓
く
未
来

https://www.sakagura.com/eastvillage
https://giip-global.com/ja/
http://jmart-usa.com/
https://www.xn--7rs62al7ob5lwrlmijqwx.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://shinbashi72.com/
http://www.naoyaogura.com
http://www.naoyaogura.com
mailto:email@tinystoragemusic.com
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 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ企画展
 「書く文化ー矢立、そして現代へ」
 

●会期：6月 25日（木）～ 7月 15日（水）
 ●会場：日本クラブ 5階日本ギャラリー
 筆と墨壺をひとつにした携帯筆記具「矢立（やた
て）」。江戸から明治にかけ、旅人や文人に広く用
いられました。新潟県・燕市産業史料館蔵「丸山
コレクション」の矢立を中心に、書家・鈴木猛利、
製硯師・青柳貴史、ガラス造形作家・生田目礼一
の作品を併せて紹介します。

 ●ギャラリートーク 6/26（金）5～ 6PM｜鈴木氏
が矢立と書の魅力を語ります。 

 ●ワークショップ「書は鏡」 6/27（土）
 ① 11:00 ② 14:30｜小筆で名前を書く体験。
 材料費 $15。いずれも参加費無料・要 RSVP・先着
順。gallery@nipponclub.org へ参加者全員のお名前
をお送りください。

■ JCCI/NC/JAA 主催：
 FIFA ワールドカップ観戦イベント
 （スウェーデン対日本）
 ●日時：6月 25日（木）開場 6PM 試合開始 7PM
 ●会場：Playwright Irish Pub 
 2階 イベントスペース（27 W 35th St）
 ●入場料：$20（ドリンク 1杯無料券付き）
 ※当日受付にてお支払いください。
 2026年ワールドカップ、サムライブルー（日本代
表）対スウェーデン戦をみんなで一緒に応援しま
しょう！下記ウェブサイトよりお申し込みくださ
い。お問い合わせは info@jcciny.org まで。（注：事
前登録されていても入場が保証されるわけではあ
りませんので、当日はお早めにお越しください。）

詳細・イベントのお申し込みは
下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
604 5th Ave, New York, NY 10020　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

　

日
本
各
地
の
伝
統
芸
能
の
踊

り
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
踊
り
続

け
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ

ー
ト
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
（
民
舞
座
）
が
主
催
す
る
舞

踊
公
演
「Dances of W

oven 
W
ater

」
が
、
20
日
と
21
日
の

両
日
、
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
に
あ
る

Ｂ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
・
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
民
舞
座

が
日
本
の
踊
り
を
披
露
し
た
ほ

か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ハ
ワ

イ
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
区
の
伝
統
あ
る
民
族
舞
踊

も
披
露
さ
れ
た
。
古
く
か
ら
伝

わ
る
伝
統
的
な
ア
ジ
ア
諸
国
の

踊
り
を
紡
ぎ
合
わ
せ
て
現
代
を

照
ら
し
出
し
た
。「Dances of W

oven W
ater

」
は
、ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
伝
統
舞
踊
の
つ

な
が
り
に
光
を
当
て
る
シ
リ
ー

ズ
の
第
2
弾
。
今
回
は
「
面
や

ベ
ー
ル
を
用
い
た
舞
踊
」や「
水

を
テ
ー
マ
に
し
た
舞
踊
」
と
い

う
切
り
口
か
ら
、Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ（
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
お
よ
び
太

平
洋
諸
島
系
ア
メ
リ
カ
人
）
の

伝
統
の
間
に
見
ら
れ
る
類
似
性

を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
い

る
。

　

民
舞
座
芸
術
監
督
の
鈴
木
ケ

ビ
ン
さ
ん
は
「
仮
面
や
ベ
ー
ル

を
用
い
た
舞
踊
は
、
多
く
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
諸
島
の
伝
統
に
お

い
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、

し
ば
し
ば
人
類
が
神
聖
な
存
在

に
近
づ
こ
う
と
す
る
試
み
を
反

映
し
て
い
ま
す
。
今
日
上
演
さ

れ
る
舞
踊
は
、
面
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
踊
り
手
が
神
や
権
威

者
の
前
で
謙
虚
さ
を
示
す
か
、

あ
る
い
は
自
ら
神
を
体
現
す
る

か
の
い
ず
れ
か
の
形
で
表
現
さ

れ
ま
す
」
と
話
す
。

　

そ
の
言
葉
通
り
、
最
初
に
出

て
き
た
の
は
「
相
川
音
頭
」
だ

っ
た
＝
写
真
中
央
＝
。
こ
の
踊

り
は
、
新
潟
県
沖
合
の
孤
島
、

佐
渡
島
を
起
源
と
す
る
音
頭
。

か
つ
て
流
刑
地
で
あ
っ
た
こ
の

島
で
は
、
数
世
紀
前
、
日
本
各

地
か
ら
囚
人
が
集
め
ら
れ
、
豊

か
な
金
鉱
床
を
採
掘
す
る
終
身

の
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
踊
り
は
、
囚
人
た
ち

が
新
し
い
看
守
に
慈
悲
深
い
態

度
を
期
待
し
て
踊
っ
た
も
の
だ

と
い
う
。
元
々
は
看
守
の
前
で

顔
を
覆
う
た
め
に
布
を
ま
と
っ

て
踊
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は

菅
笠
を
か
ぶ
っ
て
踊
ら
れ
て
い

る
。
踊
り
の
動
き
か
ら
は
、
佐

渡
島
を
取
り
囲
む
荒
波
を
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
顔
を
見

せ
な
い
こ
と
で
よ
り
強
い
踊
り

手
の
想
い
、
抑
制
さ
れ
た
動
き

か
ら
逆
に
迫
力
の
あ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
民
舞

座
の
創
設
者
で
同
じ
く
芸
術
監

督
を
務
め
た
鈴
木
百
さ
ん
は

「
今
回
は
本
当
に
み
ん
な
頑
張

っ
て
練
習
し
て
く
れ
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
舞
台
後
に
姿
を
出
し

て
詰
め
か
け
た
フ
ァ
ン
や
観
客

と
歓
談
し
て
い
た
。
日
本
の
踊

り
と
し
て
は
岩
手
県
の
鬼
剣

舞
、
秋
田
県
の
西
馬
音
内
盆
踊

り
、
鳥
取
県
の
傘
踊
り
／
貝
殻

節
、
山
形
県
の
最
上
川
音
頭
、

熊
本
県
の
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
が
披

露
さ
れ
た
。
環
太
平
洋
ア
ジ
ア

系
を
民
族
文
化
で
あ
る
伝
統
舞

踊
の
環
で
結
ん
だ
取
り
組
み

に
、
客
席
を
埋
め
た
大
勢
の
ア

ジ
ア
系
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
湧
い
て
い
た
。　
（
三
浦
）

民
舞
座
が
ア
ジ
ア
連
携
舞
踊

「
仮
面
と
ベ
ー
ル
と
水
」
テ
ー
マ
に

写
真
・
植
山
慎
太
郎

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
mailto:gallery@nipponclub.org
mailto:info@jcciny.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

表
題
の
新
方
針
を
米
国
移
民

局
が
発
表
し
て
か
ら
約
１
ヶ
月

が
た
ち
ま
す
。
こ
の
発
表
で
多

く
の
方
々
が
困
惑
し
て
お
り
、

米
国
内
の
移
民
局
関
連
団
体
や

弁
護
士
に
多
数
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
日
、
私
が

担
当
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
で
無
料
法
律
相
談
が

あ
り
、
昨
年
の
同
時
期
は
４
件

ほ
ど
し
か
相
談
者
が
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
昨
日
は
予
約
が

全
て
埋
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

永
住
権
以
外
の
質
問
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
質
問
は

永
住
権
に
関
し
て
で
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
新
方
針
の
概

略
お
よ
び
ま
だ
不
明
な
点
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
１
）
第
一
段
階
の
永
住
権
申

請
は
、
米
国
内
で
も
可
能
。

　

米
国
永
住
権
申
請
は
何
種
類

か
に
分
か
れ
ま
す
が
、
多
い
種

類
は
次
の
二
つ
で
す
。

• 

家
族
を
通
し
て
申
請
す
る
方

米
国
移
民
局
の
永
住
権
申
請
に

関
し
て
の
新
方
針
に
つ
い
て

書
類
は
、
米
国
内
で
の
申
請
を

許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
本
国
で
行
う
こ
と
を
要
求

さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
段
階

で
す
。

（
２
）
第
二
段
階
で
あ
る
永
住

法̶

こ
れ
は
、
米
国
市
民
や

永
住
権
保
持
者
と
結
婚
し
て
申

請
、
ま
た
は
米
国
市
民
の
成
人

し
た
子
供
や
兄
弟
を
通
し
て
申

請
す
る
方
法
で
す
。

• 

雇
用
を
通
し
て
申
請
す
る
方

法̶

自
分
個
人
、
会
社
を
通
し

て
申
請
す
る
方
法
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
方
法
で
も
、
移
民

局
に
は
「
移
民
ビ
ザ
申
請
書
」

を
提
出
し
ま
す
。
家
族
を
通
し

て
の
場
合
は
、Form I-130 

と
い
う
書
類
、
雇
用
を
通
し
て

の
場
合
は
、Form I-140 

と

い
う
書
類
で
す
。
こ
の
二
つ
の

と
い
う
書
類
で
す
。
こ
れ
は
、

Application to Register 
Permanent Residence or 
Adjust Status 

（
米
国
内
で
の

滞
在
資
格
か
ら
永
住
権
へ
の

資
格
変
更
手
続
き
申
請
）
で

す
。
こ
の
申
請
を
出
す
こ
と

権
面
接
を
行
う
場
所
は
、
本
国

で
行
う
。

　

第
一
段
階
の
申
請
で
許
可
が

降
り
た
場
合
、
第
二
段
階
に
移

り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
本
国
に

帰
国
せ
ず
に
米
国
内
で
も
面

接
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
し

た
。
こ
の
時
に
移
民
局
に
提
出

す
る
書
類
は
、Form I-485 

に
よ
り
、
米
国
内
で
面
接
を

受
け
、
永
住
権
、
つ
ま
り
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
部

分
を
今
回
の
移
民
局
の
指

針
で
は
、
今
後
こ
のI-485 

申

請

を
「Extraordinary 

Circumstance

（
並
外
れ
た
状

況
）」
で
な
い
限
り
、
認
め
な

い
と
い
う
も
の
で
す
。た
だ
し
、

「
何
を
指
し
て
並
外
れ
た
、
ま

た
は
非
常
に
特
殊
な
状
況
と
言

え
る
の
か
」
を
移
民
局
が
例
と

し
て
挙
げ
て
い
ま
せ
ん
。
た
と

え
ば
、本
国
に
帰
国
し
た
場
合
、

政
治
的
な
、
ま
た
は
身
体
的
な

迫
害
に
あ
う
可
能
性
が
あ
る
と

か
、
米
国
内
の
会
社
で
非
常
に

重
要
な
職
務
に
就
い
て
い
て
、

面
接
の
た
め
で
も
短
期
間
米
国

を
離
れ
る
こ
と
は
業
務
や
財
務

的
に
支
障
が
生
じ
る
、
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
推
測
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。な
お
、

こ
の
他
に
も
次
の
点
な
ど
が
明

確
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

• 

す
で
に
米
国
で
の
面
接
を
希

望
し
て
い
てI-485 

申
請
を
提

出
し
て
面
接
を
待
っ
て
い
る
人

は
ど
の
よ
う
な
対
処
が
さ
れ
る

の
か
？
こ
の
ま
ま
米
国
に
滞
在

し
続
け
て
面
接
を
待
て
る
の

か
？

• 

米
国
市
民
と
結
婚
し
て
こ
れ

か
ら
第
一
段
階
のI-130 

の
申

請
書
を
移
民
局
に
提
出
す
る
予

定
だ
が
、
米
国
で
の
ビ
ザ
は
す

で
に
切
れ
て
お
り
１
年
以
上
滞

在
資
格
は
な
く
米
国
で
過
ご
し

て
い
る
。
移
民
法
上
で
は
、
米

国
市
民
と
結
婚
し
た
場
合
、
た

と
え
滞
在
期
限
が
切
れ
て
い
て

も
永
住
権
申
請
が
可
能
な
は

ず
。今
回
永
住
権
申
請
の
た
め
、

米
国
外
を
出
た
場
合
、
３
年
・

10
年
の
再
入
国
禁
止
令
が
適
用

さ
れ
、
10
年
以
上
ビ
ザ
お
よ
び

永
住
権
も
申
請
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
対
処
す

る
の
か
？

　

そ
の
他
に
も
問
題
点
は
多
く

あ
り
、
早
め
の
追
加
の
指
針
と

説
明
が
待
た
れ
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

74

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
、
国
連
本
部
で

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

国
際
ヨ
ガ
デ
ー
に
登
壇

高
め
る
日
と
さ
れ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
は
、
ヨ
ガ
を
単
な

る
運
動
や
健
康
法
に
と
ど
め

ず
、
人
類
共
通
の
平
和
と
調
和

の
実
践
と
し
て
捉
え
る
重
要
な

場
と
な
っ
て
い
る
。

　

相
川
さ
ん
は
講
演
の
中
で
、

国
際
ヨ
ガ
デ
ー
を
き
っ
か
け

に
、
自
分
自
身
の
本
来
の
素
晴

ら
し
さ
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
た
。
ヨ
ガ
や
瞑
想
は

特
別
な
人
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
誰
も
が
日
々
の
生
活
の
中

で
心
を
静
め
、
自
分
の
内
側
と

向
き
合
い
、
よ
り
よ
く
生
き
る

ガ
や
瞑
想
を
通
じ
て
心
の
平
和

を
見
い
だ
す
こ
と
、
一
人
ひ
と

り
が
内
側
に
あ
る
愛
と
調
和
に

気
づ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ

た
。
国
際
社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
す
る
中
、
外
側
の

対
立
や
不
安
に
目
を
向
け
る
だ

け
で
な
く
、
ま
ず
自
分
自
身
の

心
を
整
え
、
内
な
る
平
和
を
育

て
る
こ
と
が
、
世
界
の
平
和
に

つ
な
が
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
た
。

　

国
際
ヨ
ガ
デ
ー
は
、

２
０
１
４ 

年
に
国
連
総
会
で

　

建
国
２
５
０
周
年
を
迎
え

る
今
年
の
独
立
記
念
日
、
自
宅

で
星
条
旗
の
掲
揚
を
予
定
し

て
い
る
人
は
、
共
和
党
支
持
者

64
％
に
対
し
民
主
党
支
持
者

は
わ
ず
か
27
％
で
あ
る
こ
と

が
ロ
イ
タ
ー
通
信
と
調
査
機

関
イ
プ
ソ
ス
が
行
っ
た
世
論

調
査
で
分
か
っ
た
。

　

同
調
査
は
今
月
12
〜
15
日

に
実
施
さ
れ
、
米
国
人
成
人

１
５
３
７
人
を
対
象
に
国
旗

掲
揚
の
ほ
か
愛
国
的
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
か
、
独
立

記
念
日
は
何
を
意
味
す
る
か
な

ど
、
独
立
記
念
日
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
国
旗
掲

揚
と
ほ
ぼ
同
比
率
だ
っ
た
の
は

「
７
月
４
日
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
を
祝
う
日
と
思
う
か
」
と
い

う
質
問
で
「
思
う
」
と
答
え
た

の
は
共
和
党
支
持
者
（
以
下
共

和
）
65
％
に
対
し
民
主
党
支
持

者
（
以
下
民
主
）
は
24
％
、
民

主
党
支
持
者
や
無
党
派
層
の
多

く
は
「
特
に
ほ
か
の
日
と
変
わ

り
は
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
。

愛
国
心
を
表
す
参
加
型
に
関
し

て
は「
赤
、白
、青
の
服
を
着
る
」

は
共
和
52
％
、
民
主
20
％
、「
花

火
を
見
に
行
く
」は
共
和
46
％
、

民
主
28
％
、「
パ
レ
ー
ド
や
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
行
く
」
は
共

和
20
％
、
民
主
９
％
だ
っ
た
。

ま
た
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
世

界
で
最
も
優
れ
た
国
だ
」
と
意

識
し
て
い
る
の
は
共
和
62
％
、

民
主
11
％
と
著
し
く
異
な
り
、

愛
国
主
義
の
低
下
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、
価
値
観
の
格
差
が
広
が

っ
て
い
る
。

建国 250 年
独立記念日の国旗掲揚
民主党支持 27％が「しない」

た
め
の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
相
川
さ
ん

は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
教
え
に
基
づ

く
瞑
想
と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
世
界
各
地
で
発
信
し
て
き

た
。
6
月 

13 

日
に
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
少
人
数

制
リ
ト
リ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
瞑
想
、
ヨ
ガ
、
寿
司
ラ

ン
チ
を
と
も
に
し
な
が
ら
心
身

を
整
え
た
。
今
回
の
国
連
登
壇

は
、
ヨ
ガ
の
本
質
を
国
際
都
市

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
世
界
へ
発

信
す
る
意
義
深
い
機
会
と
な
っ

た
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ (ABD: Ph.D.) 

。

著
書
・
新
潮
社
『
欧
米
企
業
に

学 

ぶ
・SDGs 

転
換
戦
略:

サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
×
こ
れ
か
ら
の
企

業
価
値
』。『
パ
ー
パ
ス: 

何
の 

た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値
を

提
供
す
る
の
か
』

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
大
聖
者
ヨ
グ
マ
タ

相
川
圭
子
さ
ん
は
6
月 

18 

日

午
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
ヨ

ガ
デ
ー
（International Day 

of Yoga

）」
関
連
イ
ベ
ン
ト
に

登
壇
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
6
月 

21 

日
の
国
際
ヨ
ガ

デ
ー
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
国

連
関
連
行
事
で
、
各
国
の
代
表

者
や
関
係
者
、
ヨ
ガ
・
瞑
想
の

実
践
者
ら
が
集
い
、
心
身
の
健

康
、
内
な
る
平
和
、
世
界
の
調

和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な

っ
た
。

　

相
川
さ
ん
は
、
午
後
5
時
ご

ろ
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
5

分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
ヨ

制
定
さ
れ
た
国
際
デ
ー
で
、
ヨ

ガ
を
通
じ
て
、
身
体
の
健
康
だ

け
で
な
く
、
心
の
安
定
、
自
然

と
の
調
和
、
平
和
へ
の
意
識
を

　

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
が
開
幕
し
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
地
区
で
、
決
勝
戦
会
場
と
な

る
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア

ム
へ
の
輸
送
体
制
に
課
題
が
浮

上
し
て
い
る
。

　

６
月
13
日
の
ブ
ラ
ジ
ル
対
モ

ロ
ッ
コ
戦
、
16
日
の
フ
ラ
ン
ス

対
セ
ネ
ガ
ル
戦
で
は
、
試
合
終

了
後
に
数
万
人
規
模
の
観
客
が

帰
宅
手
段
を
求
め
て
集
中
し
、

周
辺
道
路
や
配
車
サ
ー
ビ
ス
乗

り
場
で
長
時
間
の
混
雑
が
発
生

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ポ
ス

ト
は
「
交
通
地
獄
（Transit 

Hell

）」
と
報
じ
て
い
る
。　

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
鉄
道
、

バ
ス
、自
家
用
車
の
す
べ
て
だ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
は
大
量
輸
送
を
担
う
一

方
、
往
復
98
ド
ル
と
い
う
特
別

料
金
へ
の
不
満
が
噴
出
。
多
く

の
観
客
が
自
家
用
車
や
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
流
れ
た
結
果
、
ス
タ

ジ
ア
ム
周
辺
で
は
大
渋
滞
が
発

生
し
た
。
駐
車
料
金
は
２
０
０

ド
ル
を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
観
客
か
ら
批
判
が
相
次
い

だ
。　

　

メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア

ム
は
来
月
の
決
勝
戦
ま
で
に
さ

ら
に
多
く
の
観
客
を
迎
え
る
予

定
で
、
主
催
者
や
州
当
局
は
対

応
を
急
い
で
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
は
交
通
案
内
の
強
化
や
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
増
便
、
観
客
へ
の

情
報
発
信
拡
充
を
進
め
て
い

る
。　

　

22
日
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
対
セ
ネ

ガ
ル
戦
で
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ペ
ン
駅
発
Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
列
車
を
Ｗ
杯
観
戦
客
専
用
と

す
る
特
別
運
用
も
実
施
さ
れ

た
。
一
般
利
用
者
に
は
別
ル
ー

ト
利
用
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
な

ど
、
大
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都

市
圏
の
日
常
交
通
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。　

　

メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア

ム
で
は
今
後
も
グ
ル
ー
プ
リ
ー

グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
経

て
、
７
月
19
日
に
Ｗ
杯
決
勝
が

開
催
さ
れ
る
。
世
界
中
の
注
目

が
集
ま
る
中
、
競
技
運
営
だ
け

で
な
く
、
80
万
人
規
模
と
も
い

わ
れ
る
観
客
輸
送
を
い
か
に
円

滑
に
さ
ば
く
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。

Ｗ
杯
で
露
呈
し
た
輸
送
問
題　

決
勝
戦
へ
向
け
て
改
善
急
ぐ

周
辺
の
駐
車
場
料
金
２
０
０
ド
ル
超
も
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観
光
庁
、
一
般
社
団
法
人
日

本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）、

外
務
省
、
駐
日
外
国
政
府
観
光

局
協
議
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｒ̶

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
に
よ
る
「
海
外
旅

行
２
０
０
０
万
人
に
向
け
た
共

同
記
者
会
見
」
が
16
日
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
、
村
田
茂
樹
観

光
庁
長
官
、
實
生
泰
介
外
務
省

領
事
局
長
、
髙
橋
広
行
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

實
生
局
長
か
ら
は
、
海
外
旅

行
の
促
進
に
向
け
た
政
府
全
体

の
取
組
に
お
け
る
「
安
心
で
円

滑
な
海
外
旅
行
に
向
け
た
環
境

整
備
」
に
関
し
、
外
務
省
と
し

て
今
後
注
力
し
て
い
く
点
と
し

て
、
①
旅
券
手
数
料
の
引
下

げ
、
②
「
た
び
レ
ジ
」
を
は
じ

め
と
す
る
海
外
安
全
情
報
の
発

信
強
化
、
③
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
に
お
け
る
邦
人
保
護
体

制
の
強
化
と
い
っ
た
万
が
一
の

緊
急
事
態
に
向
け
て
の
備
え
の

３
点
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。　

外
務
省
は
、
第
５
次
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た

２
０
３
０
年
ま
で
に
過
去
最
高

値
（
２
０
０
８
万
人
）
の
海
外

旅
行
者
数
と
い
う
目
標
達
成
に

向
け
、「
安
心
で
円
滑
な
旅
行

に
向
け
た
環
境
整
備
」
に
取
り

組
み
つ
つ
、
観
光
庁
、
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
と
引
き
続
き
連
携
・
協
力
し

て
い
く
方
針
だ
。

新
た
な
市
外
局
番

４
６
５
よ
う
や
く
追
加

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
17

日
、
馬
車
観
光
中
に
18
歳
の
イ

ン
ド
人
観
光
客
ロ
マ
ン
チ
・
マ

ハ
ジ
ャ
ン
さ
ん
が
死
亡
し
た
。

こ
の
事
故
を
受
け
、
馬
車
運
行

を
担
う
運
輸
労
働
者
組
合
（
Ｔ

Ｗ
Ｕ
）
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
は
、

安
全
対
策
の
見
直
し
が
完
了
す

る
ま
で
馬
車
観
光
を
一
時
停
止

す
る
と
発
表
し
た
。

　

事
故
は
17
日
午
後
、
71
丁
目

付
近
で
発
生
。
家
族
と
4
輪
馬

車
に
乗
っ
て
い
た
マ
ハ
ジ
ャ
ン

さ
ん
は
、
御
者
が
記
念
撮
影
の

た
め
馬
車
を
離
れ
た
直
後
、
馬

が
突
然
暴
走
し
、
別
の
馬
車
に

衝
突
し
た
際
に
車
外
へ
投
げ
出

さ
れ
、
重
度
の
頭
部
外
傷
を
負

っ
た
。
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
市
検
視

局
は
事
故
死
と
判
断
し
て
い

る
。

　

地
元
紙
の
報
道
な
ど
に
よ
る

と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
馬

車
観
光
が
始
ま
っ
て
以
来
、
乗

客
の
死
亡
事
故
は
初
め
て
と
み

ら
れ
る
。
組
合
側
は
厩
舎
を
閉

鎖
し
、
約
２
０
０
人
の
御
者
を

対
象
に
安
全
手
順
の
再
訓
練
を

実
施
す
る
方
針
だ
。

　

こ
の
事
故
を
受
け
、
市
議
会

で
は
馬
車
観
光
の
段
階
的
廃
止

を
目
指
す
「
ロ
マ
ン
法
」
の
審

議
を
求
め
る
声
が
再
び
強
ま
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
観
光
業
界

か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
歴

史
的
な
観
光
資
源
を
維
持
し
つ

つ
安
全
対
策
を
強
化
す
べ
き
だ

と
の
意
見
も
出
て
お
り
、
議
論

が
活
発
化
し
て
い
る
。

馬
車
観
光
一
時
停
止

18
歳
観
光
客
死
亡
で
安
全
確
認

　

Ｎ
Ｙ
市
に
新
た
な
市
外
局

番
「
４
６
５
」
が
今
月
18
日

に
追
加
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
公
益

事
業
委
員
会
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
は

２
０
２
４
年
、
身
分
証
明
と
な

る
電
話
番
号
の
需
要
増
加
に
伴

い
、
電
話
会
社
か
ら
電
話
番
号

不
足
の
対
策
を
求
め
る
要
請

を
受
け
公
聴
会
を
開
き
、
よ

う
や
く
承
認
に
至
っ
た
。
ブ

ロ
ン
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、

ク
イ
ー
ン
ズ
、
ス
タ
テ
ン
島
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
既
存
す
る

３
４
７
、
７
１
８
、
９
１
７
、

９
２
９
に
４
６
５
が
加
わ
っ
た
。

　

ロ
ー
リ
ー
・
Ｍ
・
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
同
委
員
長
は
「
Ｎ
Ｙ
市
の

中
心
部
の
経
済
成
長
と
経
済
活

発
化
の
結
果
、
さ
ら
に
多
く
の

電
話
番
号
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
」
と
話
し
て
い

る
。
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
カ
リ
ブ

諸
島
一
部
の
電
話
番
号
の
発

行
、
管
理
を
行
う
北
米
電
話
番

号
計
画
（
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
）
は
地

域
の
電
話
番
号
不
足
を
予
測
し

て
お
り
、
Ｎ
Ｙ
市
で
は
前
回
は

11
年
に
９
２
９
が
加
わ
っ
た
。

１
９
８
４
年
ま
で
は
２
１
２
の

み
だ
っ
た
Ｎ
Ｙ
市
内
の
市
外
局

番
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
、
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ス
タ

テ
ン
島
に
７
１
８
が
導
入
さ

れ
、
92
年
に
同
市
全
域
を
カ
バ

ー
す
る
携
帯
電
話
と
ポ
ケ
ベ
ル

専
用
の
９
１
７
が
登
場
、
99
年

に
人
口
や
事
業
、
携
帯
電
話
需

要
の
急
増
に
伴
い
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
専
用
の
６
４
６
が
追
加
と
な

っ
た
。
同
市
の
市
外
局
番
と
言

え
ば
、
映
画
「
セ
ッ
ク
ス
・
ア

ン
ド
・
ザ
・
シ
テ
ィ
」（
２
０
０
８

年
）
で
主
人
公
の
キ
ャ
リ
ー
が

結
婚
式
先
の
メ
キ
シ
コ
で
携
帯

電
話
を
海
に
落
と
し
、
Ｎ
Ｙ
に

戻
っ
て
新
規
取
得
し
た
携
帯
電

話
の
市
外
局
番
３
４
７
に
対

し
て
言
っ
た
セ
リ
フ
「
私
は

９
１
７
の
ガ
ー
ル
よ
」
が
当
時

話
題
と
な
っ
た
。

〈 

寄　

稿 

〉

日
本
に
ル
ー
ツ
を
持
た
な
い

ア
メ
リ
カ
人
が
主
導
し
た

日
本
文
化
発
信
の
新
潮
流

　

春
の
桜
祭
り
の
季
節
が
過
ぎ

た
今
、
各
地
で
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
ひ
と
つ
見
逃
せ
な
い
変

化
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
さ

れ
た
「
ス
バ
ル
桜
祭
り
」
に
関

連
し
て
行
わ
れ
た
、
あ
る
企
画

に
見
ら
れ
た
新
し
い
動
き
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
文
化
の
発

信
は
主
に
日
系
人
が
担
い
、
そ

の
輪
を
外
へ
と
広
げ
て
い
く
形

が
主
流
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今

回
の
企
画
で
は
、
日
本
に
ル
ー

ツ
を
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ
人
た

ち
が
自
ら
前
面
に
立
ち
、
日
本

の
魅
力
を
彼
ら
の
言
葉
で
語

り
、
発
信
す
る
新
し
い
段
階
へ

と
大
き
く
踏
み
出
し
た
。

　
「
建
国
２
５
０
周
年
と
い
う

節
目
の
年
に
、『
建
国
の
地
』

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
、
非
常
に
意
義
深
い
」

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
の
片
平
聡
大
使
は
、
こ
う

語
る
。

　

背
景
に
は
、
米
国
に
お
け
る

日
系
社
会
の
変
化
が
あ
る
。
現

在
、
日
系
人
の
人
口
の
半
数
以

上
が
、
日
系
以
外
の
ル
ー
ツ
も

併
せ
持
つ
ミ
ッ
ク
ス
ル
ー
ツ
だ

と
さ
れ
て
い
る
。「
日
系
ア
メ

リ
カ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来

は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
問

い
か
け
も
、
各
地
か
ら
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
長
期

的
な
視
点
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の

担
い
手
は
誰
に
な
る
の
か
」
と

い
う
発
想
の
転
換
も
、
静
か
に

進
み
つ
つ
あ
る
。

　

ル
ー
ツ
に
こ
だ
わ
る
の
で
は

な
く
、
日
本
文
化
に
共
感
し
、

そ
の
価
値
を
自
ら
の
言
葉
で
伝

え
よ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア

メ
リ
カ
人
の
広
が
り
こ
そ
が
、

今
後
の
持
続
性
を
支
え
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
一
つ
の
兆
し

が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
前
夜
祭
コ
ン

サ
ー
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
企
画
・
制
作
の
す
べ

て
を
担
っ
た
の
は
、
地
元
の

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「The Fallser 

Club

」
だ
。
同
施
設
は

「Philadelphia M
agazine

」

に
よ
り
最
優
秀
小
規
模
音
楽
会

場
に
選
ば
れ
た
実
績
を
持
つ
。

　

し
か
し
、
日
本
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
は
一
人
も
い
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
づ

く
り
の
た
め
に
、
企
画
、
装
飾
、

出
演
交
渉
、
広
報
、
チ
ケ
ッ
ト

販
売
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
主

導
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
日
本

人
に
と
っ
て
は
感
動
す
ら
覚
え

る
出
来
事
で
あ
る
。

　

当
日
は
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売

し
、
日
系
人
は
む
し
ろ
「
招
か

れ
る
側
」
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
の
画

期
性
を
重
く
見
た
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
知
事
は
会
場
に
州
知
事

の
代
表
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
駐

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
国
名

誉
領
事
、
大
学
や
経
済
団
体
、

さ
ら
に
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

管
弦
楽
団
の
関
係
者
と
い
っ
た

文
化
関
係
者
ま
で
、
地
域
の
幅

広
い
層
が
会
場
に
足
を
運
ん

だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ま
た
、
多
様

性
に
富
ん
で
い
た
。
異
な
る
ア

ジ
ア
系
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
若
手

デ
ュ
オ
は
日
本
の
童
謡
を
ジ
ャ

ズ
へ
と
展
開
し
、
日
本
語
学
習

者
と
日
系
人
に
よ
る
混
成
グ
ル

ー
プ
は
、
歌
と
踊
り
で
客
席
を

巻
き
込
ん
だ
。
太
鼓
と
ダ
ン
ス

の
融
合
、
古
武
道
と
雅
楽
、
長

唄
の
本
格
的
な
上
演
ま
で
、
伝

統
と
現
代
が
自
在
に
交
差
す
る

構
成
と
な
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
た
日
系

人
は
、
い
ず
れ
も
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
機
会
を
与
え
ら
れ
た
「
招

か
れ
た
側
」
の
立
場
だ
っ
た
。

日
本
語
教
育
に
携
わ
る
私
自
身

も
ま
た
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。

同
じ
く
ク
ラ
ブ
側
か
ら
司
会
を

依
頼
さ
れ
た
日
米
協
会
副
理
事

長
の
穎
川
廉
（
え
が
わ
・
れ
ん
）

氏
は
、「
こ
れ
ま
で
と
は
明
ら

か
に
違
う
流
れ
を
感
じ
た
」
と

振
り
返
る
。

　

こ
の
一
連
の
試
み
は
、
単
な

る
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
と
ど
ま

ら
な
い
意
味
を
持
つ
。
日
本
に

ル
ー
ツ
を
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ

人
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
文
化

が
「
紹
介
さ
れ
る
対
象
」
か

ら
「
共
有
し
担
い
合
っ
て
い
く

対
象
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
可

能
性
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
文
化
的
な
文
脈

や
作
法
の
理
解
と
い
う
点
で

は
、
今
後
に
向
け
た
課
題
も
残

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
メ
リ
カ
人
が
主
体
的
に
発

信
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
歓
迎

す
べ
き
動
き
で
あ
る
一
方
で
、

そ
の
裏
側
で
は
、
日
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
日
本
に
関
す
る
知
見

を
彼
ら
に
提
供
す
る
と
い
う
、

相
互
補
完
的
な
関
係
が
い
っ
そ

う
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
た
と

え
ば
今
回
の
前
夜
祭
で
も
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
構
成
や
曲
目
、
出
演

者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
前

出
の
穎
川
氏
が
ク
ラ
ブ
の
ス
タ

ッ
フ
に
対
し
て
助
言
を
行
い
、

裏
側
か
ら
支
え
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
芽
生

え
た
こ
う
し
た
流
れ
が
、今
後
、

全
米
各
地
へ
と
ど
こ
ま
で
広
が

っ
て
い
く
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な

背
景
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
人
々

と
の
更
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
日
本
の
魅
力
が

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
交
響
楽
団

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

こ
の
大
地
で
一
段
と
大
き
く
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
（
宇
佐
美
友
加
、
ハ
バ
フ
ォ

ー
ド
大
学 

日
本
語
講
師
、
キ

ー
ス
ト
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ク

ラ
ブ 

代
表
）

　
　
　
　
　

◇

　

Keystone Japan Club 

＝

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
都
市
圏
を

拠
点
に
、
外
国
語
お
よ
び
継
承

語
と
し
て
の
日
本
語
教
育
に
携

わ
り
な
が
ら
、「
日
本
」
を
テ

ー
マ
に
人
と
文
化
を
つ
な
ぐ
団

体
。

海
外
旅
行
２
０
０
０
万
人

時
代
に
向
け
た
取
り
組
み

　

１
９
１
４
年
に
サ
イ
レ
ン
ト
映

画
館
と
し
て
建
設
さ
れ
た
歴
史
的

建
造
物 Fallser Club

世代を超えた日本語学習者と
日系人による混成グループ
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【
講
演
内
容
は
次
の
通
り
】

　

Ａ
Ｉ
企
業
の
収
益
は
、
他
の

セ
ク
タ
ー
の
約
10
倍
と
い
う
驚

異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
し
て

い
る
。
収
益
１
０
０
Ｍ
ド
ル
達

成
期
間
は
ド
ッ
ト
コ
ム
時
代
は

約
10
年
、SaaS

時
代
は
約
５

　

日
本
ク
ラ
ブ
、Reinvent NY 

共
催
に
よ
る
「
第
3
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

の
会 

２
０
２
６
夏
の
陣
」
が
18
日
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
す
る
日
本

人
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
、
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
＆
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
伊
藤
豪

氏
（
慶
大
理
工
学
部
卒
で
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
社
員
を
経
て
ク
エ
ス
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
）。
講
演
で
は
「
米
国
Ｖ
Ｃ
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
何
を
見
て

評
価
し
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
幅
広
い
知
見
か
ら
解
説
し
た
。

「
打
率
」
と
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
」。
米
国
は
「
ス
ケ

ー
ル
す
る
ス
ピ
ー
ド
」
と
「
リ

タ
ー
ン
サ
イ
ズ
」
だ
。

　

米
国
Ｖ
Ｃ
が
重
視
す
る
「
初

期
の
評
価
軸
」
は
、
実
績
の
な

い
初
期
段
階
に
お
い
て
「
ホ
ー

ム
ラ
ン
の
匂
い
」
が
す
る
か
ど

う
か
を
次
の
３
点
で
嗅
ぎ
取

る
。（
１
）
創
業
者
の
人
柄
。

誠
実
さ
、
粘
り
強
さ
、
学
び
続

け
る
姿
勢
（
２
）
数
兆
円
規
模

の
巨
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
「
な
ぜ

今
な
の
か
」
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
（
３
）
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
。

（
１
）
に
つ
い
て
米
国
の
Ｖ
Ｃ

が
最
も
知
り
た
い
の
は
「
創
業

者
の
不
公
平
な
優
位
性
」
だ
。

つ
ま
り
米
国
の
投
資
家
は
、
初

期
段
階
の
企
業
の
ア
イ
デ
ア
は

「
必
ず
方
向
転
換
（
ピ
ボ
ッ
ト
）

す
る
」
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

の
で
、「
ア
イ
デ
ア
や
プ
ラ
ン
」

で
は
な
く
「
起
業
家
自
身
」
に

投
資
す
る
。
そ
の
起
業
家
が
こ

の
市
場
で
、
世
界
の
誰
よ
り
も

勝
て
る
理
由
、
そ
の
人
だ
け
が

苦
労
し
て
得
た
「
業
界
の
ま
だ

誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
真
実
は

何
か
？
」「
他
人
が
真
似
の
で

き
な
い
あ
な
た
の
武
器
は
何

か
？
」「
あ
な
た
を
突
き
動
か

し
て
い
る
も
の
は
何
か
？
」

　

こ
の
よ
う
な
質
問
を
通
し
て

創
業
者
がUnfair Advantage

（
不
公
平
な
優
位
性
）
を
持
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
見
極
め

る
。
ま
た
創
業
者
の
失
敗
か
ら

立
ち
上
が
る
回
復
力
、
タ
フ
さ

も
米
国
の
Ｖ
Ｃ
が
重
視
す
る
要

素
の
一
つ
だ
。

　

創
業
者
は
１
人
よ
り
複
数
が

ベ
タ
ー
。
１
人
創
業
は
燃
え
尽

き
て
終
わ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、

「
作
る
人
」
と
「
売
る
人
」
と

の
補
足
関
係
を
見
て
対
等
に
近

い
フ
ラ
ッ
ト
な
資
本
関
係
を
好

む
。
そ
し
て
米
国
の
Ｖ
Ｃ
は
収

益
計
画
は
見
な
い
。
今
後
３
、

５
年
の
収
益
予
想
は
「
必
然
的

に
間
違
っ
て
い
る
単
な
る
妄

想
」
と
見
ら
れ
る
。
日
本
の
場

合
は
、
創
業
初
期
段
階
で
あ
っ

て
も
、
売
上
高
、
人
員
計
画
、

今
後
３
、５
年
の
収
益
化
に
向

け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
が

ち
。
米
国
Ｖ
Ｃ
は
「
ス
ピ
ー
ド

と
仕
組
み
」
に
着
目
す
る
。
例

え
ば
最
初
の
１
０
０
人
の
顧
客

を
獲
得
す
る
方
法
な
ど
だ
。「
人

を
雇
わ
ず
に
、
製
品
自
体
が
自

己
増
殖
的
に
売
れ
る
仕
組
み
」

を
構
築
で
き
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
今
後
の
勝
者
と
な
る
。

　

最
初
の
５
分
が
全
て

　
「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
を

突
破
す
る
。
米
国
の
投
資
家

は
、
最
初
の
５
分
で
「
こ
の
ピ

ッ
チ
を
最
後
ま
で
真
剣
に
聞
く

か
」
を
求
め
て
い
る
。
彼
ら
が

探
し
て
い
る
の
は
、
優
秀
な
プ

ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
は

な
く
、
業
界
の
ル
ー
ル
を
書
き

換
え
る
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
だ
。
求

め
ら
れ
る
の
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
冒
頭
で
、
想
像
力

を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
「
大
胆

な
ビ
ジ
ョ
ン
（
強
烈
な
大
風
呂

敷
）」
を
語
る
こ
と
。
た
だ
し
、

そ
の
最
終
目
標
に
到
達
す
る
方

法
を
知
っ
て
い
る
理
由
を
説
明

で
き
る
必
要
が
あ
る
。

　

致
命
的
な
ミ
ス
は
、「
我
々

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
競
合
よ
り
効

率
的
だ
」
と
い
う
斬
進
撃
な
改

善
か
ら
話
し
始
め
る
こ
と
。

　

大
風
呂
敷
の
広
げ
方
は
、
ま

ず
必
然
の
未
来
を
断
言
す
る
。

例
「
10
年
後
、
こ
の
業
務
を
人

間
が
や
っ
て
い
る
世
界
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
我
々
が
そ
れ
を
終

わ
ら
せ
ま
す
」。
敵
を
巨
大
に

設
定
す
る
。投
資
家
自
身
に「
も

し
こ
れ
が
本
当
に
実
現
し
た

ら
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

る
」
と
計
算
さ
せ
る
。
そ
し
て

最
初
の
５
分
間
の
目
標
は
、
投

資
家
に
「
今
す
ぐ
参
加
し
な
い

と
、
歴
史
的
な
リ
タ
ー
ン
を
逃

し
て
し
ま
う
」
と
い
う
「
機
会

損
失
へ
の
恐
怖
を
煽
る
」
こ
と

だ
。

　

最
後
に
「
日
本
の
控
え
め
な

表
現
や
目
標
設
定
は
、
米
国
で

は
自
信
が
な
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

小
さ
い
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、

あ
な
た
だ
け
が
持
つ
「
不
公
平

な
強
み
」
を
武
器
に
、
Ａ
Ｉ
時

代
に
お
け
る
高
い
資
本
効
率
を

実
証
し
、
自
信
を
持
っ
て
グ
ロ

ー
バ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
時
間
が
設
け
ら
れ
参
加
者

同
士
が
懇
談
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
生
々
し
い
話
が
聞
け
て

貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」「
日
本

の
学
校
教
育
で
は
教
え
な
い
内

容
だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

た
。
当
日
は
、
総
合
商
社
、
弁

護
士
、
映
像
作
家
、
公
認
会
計

士
、
報
道
関
係
者
、
起
業
家
、

デ
ザ
イ
ン
業
界
な
ど
多
方
面
の

業
界
か
ら
若
手
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
が
参
加
し
、
熱
心
に
聴
講

し
た
。

日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

米
国
の
投
資
家
を
得
る
方
法
教
え
ま
す

「日本式を捨て、米国式で」
第３回ＮＹビジネスパーソンの会

日本クラブで伊藤さん講演
年
、
Ａ
Ｉ
時
代
は
約
２
年
で
達

成
。
一
方
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
新
規
株

式
公
開
）
は
、
２
０
２
１
年
の

ピ
ー
ク
以
来
激
減
し
、
セ
カ
ン

ダ
リ
ー
市
場
の
拡
大
を
背
景
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
と
っ

て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
必
ず
し
も
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
セ
カ

ン
ダ
リ
ー
市
場
は
投
資
家
へ
の

流
動
性
提
供
に
お
い
て
急
速
に

成
長
し
て
い
る
。
市
場
は
、
Ａ

Ｉ
関
連
セ
ク
タ
ー
に
集
中
す
る

投
資
と
、
そ
の
他
セ
ク
タ
ー
へ

の
限
定
的
な
投
資
と
明
確
に
分

か
れ
る
。

　
　
　
　
　

◇

米
国
の
Ｖ
Ｃ
は
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
何
を
見
て
評
価
し
て
い

る
の
か

な
ぜ
米
国
Ｖ
Ｃ
か
ら
の
資
金
調

達
は
難
易
度
が
高
い
の
か
。

結
論
：
伝
え
方
の
違
い
に
あ
る
。

　

米
国
Ｖ
Ｃ
か
ら
の
資
金
調
達

が
難
し
い
の
は
、
技
術
や
ア
イ

デ
ア
そ
の
も
の
よ
り
も
「
伝
え

方
」「
物
語
の
組
み
立
て
方
」

に
ズ
レ
が
あ
る
か
ら
だ
。
日
本

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
技
術
力

や
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
米
国
に
対

し
て
決
し
て
劣
っ
て
は
い
な

い
。
む
し
ろ
多
く
の
起
業
家
が

持
つ
「
志
」
と
「
現
場
の
強
さ
」

は
そ
の
ま
ま
で
勝
負
で
き
る
素

材
だ
。
し
か
し
、
投
資
ゴ
ー
ル

（
投
資
哲
学
）
の
違
い
が
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
生
む
。
日
本
と
米
国

と
で
は
、
投
資
家
が
「
ど
ん
な

勝
ち
方
（
イ
グ
ジ
ッ
ト
）
を
求

め
て
い
る
か
が
違
う
。
日
本
は

最初の５分間のアプローチにおける
日米の「伝え方の違い」

【典型的な日本のピッチ】
冒頭に会社概要、チームの経歴、丁
寧な挨拶。課題の捉え方は「既存製
品への不満」。話し方は「謙虚、論
理的、リスクを抑えた説明」。情報
の出し方は「結論（ビション）を後半
に持ってくる。

【勝てるUS向けピッチ】
冒頭に衝撃的な事実、巨大な問いか
け、ビジョン。課題の捉え方は「パ
ラダイムシフトの欠如（業界構造の
破壊）、話し方は「パッション、絶対
的な自信、劇場型」。情報の出し方「最
初に兆円規模の未来」を見せる。

一
日
一
日
を

ど
真
剣
に
生
き
る

心
に
描
い
た
と
お
り
に
な
る

　

人
生
は
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
一

人
一
人
が
そ
の
主
人
公
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
そ
こ
で
ど
う

　

も
の
ご
と
の
結
果
は
、
心
に

何
を
描
く
か
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。「
ど
う
し
て
も
成
功
し

い
う
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
描
く
か

で
す
。

　

運
命
の
ま
ま
に
も
て
あ
そ
ば

た
い
」
と
心
に
思
い
描
け
ば
成

功
し
ま
す
し
、「
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
、
失
敗
す
る
か
も

48

れ
て
い
く
人
生
も
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
心
、
精

神
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
変
え

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い

ど
お
り
に
書
い
た
脚
本
で
思
い

ど
お
り
の
主
人
公
を
演
じ
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
す
。
人
生
と

い
う
の
は
、
自
分
の
描
き
方
ひ

と
つ
で
す
。
ボ
ケ
ッ
と
し
て
生

き
た
人
と
、
ど
真
剣
に
生
き
た

人
と
で
は
、
脚
本
の
内
容
は
ま

る
で
違
っ
て
き
ま
す
。

　

自
分
と
い
う
も
の
を
大
事
に

し
、
一
日
一
日
、
一
瞬
一
瞬
を

ど
真
剣
に
生
き
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
生
は
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

し
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
が
心

を
占
め
る
と
失
敗
し
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

心
が
呼
ば
な
い
も
の
が
自
分

に
近
づ
い
て
く
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
り
、
現
在
の
自
分
の
周

囲
に
起
こ
っ
て
い
る
す
べ
て
の

現
象
は
、
自
分
の
心
の
反
映
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
、
怒

り
、
恨
み
、
嫉
妬
心
、
猜
疑
心

な
ど
否
定
的
で
暗
い
も
の
を
心

に
描
く
の
で
は
な
く
、
常
に
夢

を
も
ち
、
明
る
く
、
き
れ
い
な

も
の
を
心
に
描
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
実
際
の
人
生
も
す
ば
ら

し
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、入塾に興味のある方
＜連絡先＞

info@zabuton-usa.com ( 内海 )

盛心塾ニューヨーク
www.seishinjukuny.org

https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:info@zabuton-usa.com
http://www.seishinjukuny.org
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経
済
・
文
化
貢
献
を
説
明

日
系
公
民
権
運
動
も
紹
介

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
で
議

論
さ
れ
て
い
る
「
２
０
３
０
年

ま
で
に
最
低
賃
金
を
時
給
30
ド

ル
へ
引
き
上
げ
る
案
」
と
、
レ

ス
ト
ラ
ン
従
業
員
へ
の
チ
ッ
プ

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
廃
止
案
を
め

ぐ
り
、
市
内
の
飲
食
業
界
か
ら

懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（NYC 

Hospitality Alliance

）
は
、

会
員
企
業
へ
の
調
査
、
公
表
さ

れ
て
い
る
賃
金
水
準
、
法
定
労

務
コ
ス
ト
な
ど
を
基
に
、
人
件

費
へ
の
影
響
を
試
算
。
そ
の
結

果
、提
案
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
総
人
件
費
は
約

69
％
増
加
し
、
売
上
に
占
め
る

人
件
費
比
率
は
現
在
の
35
％
か

ら
59
％
ま
で
上
昇
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

試
算
で
は
、
年
間
売
上
約

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
州
都
オ

ル
バ
ニ
ー
で
５
月
28
日
、
日
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
団
が

州
議
会
議
事
堂
内
の
上
下
両

院
本
会
議
場
を
訪
問
す
る
と

と
も
に
、
上
下
院
議
員
と
意

見
交
換
し
た
。
ま
た
、
同
日

夕
刻
に
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
系
米
国
人
（
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ: 

Asian American and Pacifi c 
Islander

）
ヘ
リ
テ
ー
ジ
月
間

を
祝
賀
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
た
。

　

同
日
午
前
に
州
下
院
本
会
議

場
、
午
後
に
州
上
院
本
会
議
場

に
お
い
て
議
場
紹
介
を
受
け

た
。
下
院
で
は
、ア
ン
ジ
ェ
ロ
・

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
下
院
議
員

が
、
日
本
と
Ｎ
Ｙ
州
の
強
固
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
称
え
る

ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
上
院
で

は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ゴ
ン
ザ

レ
ス
議
員
が
、
自
身
の
日
本
と

の
繋
が
り
や
、
５
月
に
開
催
さ

れ
た
「
第
５
回
ジ
ャ
パ
ン
・
パ

レ
ー
ド
」
に
出
席
し
た
際
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ
つ
、
代
表

団
を
歓
迎
し
た
。

　

ま
た
同
日
午
後
、
州
議
会
議

員
６
人
と
の
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー

ブ
ル
を
開
催
し
た
。会
合
で
は
、

Ａ
Ｉ
専
門
家
の
吉
平
健
治
氏
か

ら
「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
働
き
方
の
再

設
計
」
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
、
Ａ
Ｉ
普
及
に
伴
う
労

働
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
や
Ｎ

Ｙ
州
と
日
系
企
業
・
団
体
と
の

間
の
連
携
の
強
化
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
同
日
夕
刻
、
片
平
聡
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
・
大
使
は
、
ラ
リ
ー
・
エ
ヴ

ァ
ン
ス
在
オ
ル
バ
ニ
ー
日
本
国

名
誉
領
事
及
び
州
上
下
院
議
員

ら
と
共
に
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
祝
賀
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

　

同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
日

２
０
０
万
ド
ル
規
模
の
一
般
的

な
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン

の
場
合
、
現
在
10
万
ド
ル
の
利

益
が
出
て
い
る
店
舗
で
も
、
約

38
万
ド
ル
の
赤
字
に
転
じ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

業
界
側
は
、
こ
う
し
た
コ
ス

ト
増
に
対
応
す
る
た
め
、
メ
ニ

ュ
ー
価
格
の
引
き
上
げ
、
人
員

削
減
、
営
業
時
間
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
閉

店
を
選
択
す
る
事
業
者
が
出
る

可
能
性
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

同
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
飲
食
業
界
が
す
で

に
食
材
費
、
家
賃
、
保
険
料
、

規
制
対
応
費
な
ど
の
上
昇
に
直

面
し
て
い
る
現
状
を
説
明
。
政

策
決
定
に
お
い
て
は
、
事
業
者

だ
け
で
な
く
、
従
業
員
や
消
費

者
へ
の
影
響
も
含
め
た
幅
広
い

議
論
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

州議会訪問し意見交換
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
下
院
議
員
と
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
団

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
16
日
、
ス
ク
ー
ル
・

タ
ッ
ク
ス
・
レ
リ
ー
フ
（
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
今
夏
、

約
３
０
０
万
人
の
住
宅
所
有
者

や
高
齢
者
が
固
定
資
産
税
控
除

の
対
象
と
な
る
と
発
表
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
公
立
学

校
の
運
営
費
を
不
動
産
所
有
者

の
固
定
資
産
税
で
賄
う
ス
ク
ー

ル
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
税
の
税
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
同
州
が
１
９
９
７
年
に
導

入
し
た
。
今
夏
の
合
計
控
除
額

は
20
億
ド
ル
で
同
州
知
事
は

「
夏
の
始
ま
り
は
多
く
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
税
控
除
の
シ
ー
ズ
ン
。
税

額
控
除
、
光
熱
費
補
助
、
子
供

税
額
控
除
や
中
間
層
世
帯
の
減

税
の
拡
大
を
通
し
て
市
民
の
手

元
に
よ
り
多
く
の
お
金
が
戻
る

よ
う
引
き
続
き
努
め
る
」
と
話

し
て
い
る
。

　

免
税
額
は
年
収
50
万
ド
ル

以
下
の
不
動
産
所
有
者
は

３
５
０
〜
６
０
０
ド
ル
、
年
収

教
育
税
を
控
除

最
高
で
１
人
１
５
０
０
ド
ル

最
低
賃
金
30
ド
ル
に
引
上
げ
案

レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
に
広
が
る
懸
念

人件費増で経営環境悪化
外食費のさらなる高騰も

11
万
７
５
０
ド
ル
以
下
の
高
齢

者
は
７
０
０
〜
１
５
０
０
ド
ル

で
、
今
夏
秋
中
に
小
切
手
が
郵

送
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｙ
市
や
バ
ッ
フ

ァ
ロ
ー
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
シ

ラ
キ
ュ
ー
ス
な
ど
は
ス
ク
ー

ル
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
税
の
納
税
締

め
切
り
が
６
月
末
〜
７
月
に
な

っ
て
い
る
が
、
対
象
者
は
締
め

切
り
前
に
受
け
取
る
こ
と
に
な

る
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
・
ダ
イ
レ
ク
ト
・
デ

ポ
ジ
ッ
ト
（
銀
行
口
座
振
り
込

み
）
に
未
登
録
の
場
合
は
、
承

認
ま
で
最
低
15
営
業
日
を
要
す

る
た
め
、
納
税
締
め
切
り
日
を

見
越
し
て
早
め
の
登
録
を
促

し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
登

録
の
方
法
はhttps://www.

tax.ny.gov/pit/property/
homeowner-benefit-portal.
htm

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
同
州
税
務
局
は
、
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
質

問
や
不
明
の
あ
る
市
民
を
対
象

に
７
月
７
日
か
ら
各
地
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。
小
切
手

の
配
達
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催
に
関
す
る
詳
細

はhttps://www.tax.ny.gov/
star/

を
参
照
す
る
。
地
域
毎

の
合
計
控
除
額
、
対
象
者
数
は

グ
ラ
フ
を
参
照
す
る
。

NY 州

系
企
業
・
団
体
関
係
者
、
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
者
、

州
議
会
議
員
、
州
政
府
高
官
な

ど
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　

会
場
で
は
片
平
大
使
及
び
エ

ヴ
ァ
ン
ス
名
誉
領
事
か
ら
Ｎ
Ｙ

州
に
お
け
る
日
本
の
貢
献
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、
佐
藤
Ｊ
Ａ
Ａ

会
長
か
ら
日
系
人
フ
レ
ッ
ド
・

コ
レ
マ
ツ
の
公
民
権
運
動
を
称

え
る
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
」
制
定
法
案
採
択
に
向
け

た
取
り
組
、
為
田
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
会

頭
か
ら
「
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー

ド
」
な
ど
の
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
ウ
ォ

ー
カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
理
事
長
か
ら
は
日
本
の
経

済
的
貢
献
や
文
化
浸
透
に
触
れ

つ
つ
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
歓

迎
し
、
関
係
を
深
化
さ
せ
る
必

要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス

上
院
議
員
、リ
ュ
ウ
上
院
議
員
、

セ
プ
ル
ヴ
ィ
ー
ダ
上
院
議
員
か

ら
は
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
関
係
強
化
へ
の
支
持
が
表
明

さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
更
な
る

強
化
へ
の
意
欲
が
示
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
日
本
各
地
の
観

光
展
示
や
横
浜
市
の
「GREEN

×EXPO 2027

」
の
Ｐ
Ｒ
が

行
わ
れ
る
中
、
寿
司
や
Ｎ
Ｙ
州

産
清
酒
を
含
む
上
質
な
酒
と
焼

酎
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
提
供

さ
れ
、
出
席
者
の
間
で
は
日
本

に
関
す
る
多
岐
に
わ
た
る
話
題

で
歓
談
が
和
や
か
に
行
わ
れ

た
。

　
　
　
　
　

◇

　

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
団

参
加
者
は
次
の
通
り
。

　

片
平
聡
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、

佐
藤
貢
司
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
）
会
長
、
タ
ケ
シ
・
フ
ル

モ
ト
Ｊ
Ａ
Ａ
理
事
、
小
風
華
香　

Ｊ
Ａ
Ａ
理
事
、Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
理
事
、

Ｕ
Ｓ
Ｊ
Ｃ
会
員
、ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
、
ブ
ラ

ッ
ド
リ
ー
・
エ
ド
ミ
ス
タ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理

事
、
為
田
耕
太
郎
Ｎ
Ｙ
日
本
商

工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
会
頭
、

町
田
敬
司
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
理
事
、
前

田
正
明
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
事
務
所
長
、

三
浦
聡
独
立
行
政
法
人
日
本
貿

易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
、
松
本
将
独
立

行
政
法
人
国
際
観
光
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
Ｎ
Ｙ
所
長
、
吉

平
健
治
氏
（
Ａ
Ｉ
及
び
日
米
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
専
門
家
）。

ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
で
意
見
交
換

NY日系コミュニティの代表団

https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
https://www.tax.ny.gov/pit/property/homeowner-benefit-portal.htm
https://www.tax.ny.gov/star/
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夏
に
さ
っ
ぱ
り
美
味
し
く
い
た
だ
く
３
品
紹
介

冷
や
し
中
華

ち
ら
し
寿
司

か
き
氷

【
作
り
方
】

　

一
番
簡
単
な
の
は
お
店
で

「
刺
身
盛
り
合
わ
せ
」
の
パ
ッ

ク
を
複
数
利
用
し
て
盛
り
合
わ

せ
る
の
が
経
済
的
。
個
別
に
柵

で
買
う
場
合
は
、
研
い
だ
包
丁

で
、
購
入
時
に
刺
身
ス
ラ
イ
ス

に
し
て
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
で
２
枚

ず
つ
ラ
ッ
プ
し
て
ト
レ
ー
に
戻

し
て
冷
凍
。
食
べ
る
時
に
合
わ

せ
て
２
時
間
の
自
然
解
凍
で
新

鮮
な
お
刺
身
が
蘇
り
ま
す
。
今

回
の
ウ
ニ
は
メ
イ
ン
州
か
ら
の

直
送
で
お
い
し
ん
ぼ
で
特
売
中

と
の
こ
と
。
ガ
リ
は
既
製
品
で

白
と
ピ
ン
ク
お
好
み
で
。
大
葉

（
し
そ
の
葉
）
は
、
イ
カ
と
相

性
が
よ
し
。

【
作
り
方
】

　

製
氷
皿
で
作
っ
た
氷
を
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
ハ
ン
マ
ー
で

叩
い
て
サ
イ
コ
ロ
く
ら
い
の
大

き
さ
に
砕
く
。

　

か
き
氷
器
が
あ
れ
ば
氷
を
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
す
る
。
な
い

場
合
は
、
さ
ら
に
細
か
く
氷
を

ハ
ン
マ
ー
で
砕
い
て
、
氷
菓
子

風
に
器
に
盛
り
付
け
、
こ
し
あ

ん
、
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
、
シ
ロ
ッ

プ
を
か
け
て
出
来
上
が
り
。

【材料】２人前

錦糸卵または刻んだ卵焼き １個分
きゅうり .........短冊切りで 1/3本
ワカメ .................................少々
カニカマ ..............................２本
コーン ..................................少々
刻みネギ .............................少々
ハム（お好みで）
紅生姜（お好みで）
胡麻だれ
炒りごま .......................大さじ４
醤油 .............................大さじ５
オイスターソース...........大さじ１
砂糖 .............................大さじ４
酢 .................................大さじ４
はちみつ ..............小さじ１と 1/2
鶏ガラスープの素 ...........小さじ１
すりごま .......................大さじ３
塩 ...............................小さじ 1/4
ごま油 ..................大さじ１と 1/2
水 .............................大さじ　３

【材料】２人前

酢飯　丼２杯分を冷ます
刺身＝サーモン、イカ、は
まち、トロ、赤身、アボカド、
イクラ、ウニ、玉子焼き、
生姜（ガリ）、大葉、わさび。

【材料】

家庭用かき氷器があればベスト。ない場合はス
キップ。
抹茶（はちみつ入り）かき氷シロップ。
こしあん（缶詰）
バニラアイス　１スクープ

使
っ
た
簡
単
ち
ら
し
寿
司
、
ご

家
庭
で
も
で
き
る
夏
の
抹
茶
ア

イ
ス
か
き
氷
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ハ
リ
ソ
ン
で
は
先
ご
ろ
地

元
ハ
リ
ソ
ン
高
校
の
日
本
人
生

徒
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
地

元
商
店
と
し
て
生
徒
た
ち
の
相

談
役
と
し
て
応
援
し
て
い
た
の

が
高
田
さ
ん
。
賑
わ
う
お
店
の

時
間
を
借
り
て
、
美
味
し
い
３

品
を
店
内
キ
ッ
チ
ン
で
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

ハ
リ
ソ
ン
の
日
本
食
料
品
店
お

Oishinbo
283 Halstead Ave, 

Harrison, NY 10528 
(914) 835-4390

https://www.instagram.com/oishinbo_ny/

　

冷
や
し
中
華
の
タ
レ
は
、
簡

単
に
作
れ
ま
す
。
火
を
使
わ
ず

に
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
混
ぜ
る
だ

け
な
の
で
、
い
つ
で
も
手
軽
に

本
格
的
な
味
わ
い
が
楽
し
め
ま

す
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
定
番
の

味
を
楽
し
み
た
い
方
に
最
適
で

す
。

い
し
ん
ぼ
の
店
主
、
高
田
英
紀

さ
ん
に
、
夏
に
サ
ッ
パ
リ
の
冷

や
し
中
華
、
新
鮮
な
お
刺
身
を

【
作
り
方
】
冷
や
し
中
華
の
タ
レ

（
醤
油
タ
レ
の
場
合
）
醤
油
：

お
酢
：
水
：
砂
糖
：
胡
麻
油
＝

３
：
３
：
３
：
２
：
１
の
割
合

で
混
ぜ
合
わ
せ
る
だ
け
。

（
胡
麻
だ
れ
の
場
合
）
材
料
を
全

て
混
ぜ
合
わ
せ
て
完
成
で
す
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
https://artofhaiku.org/
https://www.instagram.com/oishinbo_ny/
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　今回ご紹介するのは、Brooklyn を中心に展開する日本式サウナの Akari です。完全会員制で、新規登録は現
在ウェイトリスト順というこちらのお店。機会をいただき、日本から NY に来ている友人を連れて Greenpoint
店にお邪魔してきました！ドアを開けると外からは想像もつかないほど広大なスペース。他のサウナとの大き
な違いといえば、休憩所以外ではおしゃべり禁止なこと。サウナ・冷水プール・扇風機と椅子のととのいスペー
スが完備されています。館内の清潔感は抜群で、シャワールームも何室かあり、リラックスしたあとはシャワー
を浴びて帰ることができます。自然光が入る、リラックスできるデザインの館内はとても静かで、もはや神秘
的とも言えるほど。何もしない、何も考えないという贅沢を味わい、清々しい気持ちで家路につきました。全
体的に高温なのもポイント高め。休憩室にはポカリスエットやスリッパといった嬉しいアイテムも！近いうち
に Lower East Side にも店舗ができるそうで、大人気も納得の素晴らしいサウナでした。絶対にまた行きたい！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京からNYへ移住。日本食スー
パーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として
本格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【29】

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体

の
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
、
来
年
度
（
２
０
２
６–

２
０
２
７
年
）
の
プ
リ
ス
ク
ー

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
入
園
を
検

討
し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
セ

ン
ト
マ
ー
ク
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の

施
設
の
見
学
会
を
開
催
す
る
。

一
つ
の
時
間
枠
（
１
時
間
）
に

つ
き
少
人
数
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
制
で
、
同
園
の
施
設
を
実
際

に
視
察
で
き
る
。
ス
タ
ッ
フ
が

園
内
を
案
内
し
、
質
問
等
に
回

あ
お
ぞ
ら
プ
リ
ス
ク
ー
ル

  

学
校
説
明
会
と
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

答
す
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト http://w
w

w
.

aozoracom
m

unity.
org/

を

参

照

す

る
。 

問
い
合
わ
せ
は
電
話 

３
４
７
・
７
２
１
・
３
５
２
１
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル 
p

r
o

g
r

a
m

s
@

aozoracommunity.org 

ま

で
。ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
で

日
本
美
術
二
千
年
の
歴
史

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
で
、

「Arts of Japan Gallery

」
展

が
常
設
さ
れ
て
お
り
、
約

２
０
０
０
年
に
わ
た
る
日
本
美

術
の
歴
史
を
一
度
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。館
内
に
は
仏
像
、

陶
芸
、
漆
器
、
浮
世
絵
な
ど
の

名
品
に
加
え
、
北
海
道
の
先
住

民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
の
貴

重
な
資
料
も
数
多
く
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　

近
年
は
歌
舞
伎
役
者
を
描
い

た
浮
世
絵
や
、『
源
氏
物
語
』

を
題
材
に
し
た
作
品
、
17
世
紀

か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
の
陶
芸

作
品
も
加
わ
り
、
見
ど
こ
ろ
が

さ
ら
に
充
実
し
た
。
日
本
文
化

の
多
様
性
や
歴
史
の
奥
深
さ

を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
な
が

ら
気
軽
に
体
験
で
き
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

　

展
示
は
一
般
入
館
料
で
鑑

賞
可
能
で
、
日
時
指
定
の
事

前
予
約
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

会

場
： Brooklyn Museum

（200 Eastern Parkway

）
ア

ク
セ
ス
： 

地
下
鉄
2
・
3
番
線

「Brooklyn Museum

」
駅
下

車
す
ぐ
。

https://www.kodomoballet.com/
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://japanvillage.com/
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先
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の

サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
に

て
、
オ
ー
プ
ン
句
会
「
Ｎ
Ｙ
方

舟
・
ハ
コ
句
会
」
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
馴
染
み
の
メ

ン
バ
ー
と
初
め
て
の
お
客
様
と

で
、
会
場
と
ズ
ー
ム
を
繋
ぎ
、

ド
タ
バ
タ
し
な
が
ら
も
、
仲
良

く
俳
句
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

い
た
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
な
の

で
、
是
非
皆
さ
ん
も
お
越
し
く

だ
さ
い
ま
せ
。
お
茶
と
お
菓
子

も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
お
茶
と
お
菓

子
も
ご
ざ
い
ま
す
」
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は
、
浜
田
廣
介
さ
ん

の
児
童
文
学
『
泣
い
た
赤
鬼
』

か
ら
引
い
た
。
赤
鬼
と
青
鬼
の

友
情
の
お
話
は
、
宮
沢
賢
治
よ

り
も
泣
け
る
。

　

さ
て
、
本
書
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
の
仏
教
徒
そ
の
周
辺
文
化
を

専
門
と
す
る
駒
澤
大
学
教
授
石

井
公
成
氏
に
よ
る
、
仏
教
に
ま

つ
わ
る
ユ
ル
系
エ
ッ
セ
イ
集
。

堅
苦
し
く
な
く
て
、
説
教
臭
く

な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き

時
間
に
楽
し
め
る
。
鬼
の
イ
メ

ー
ジ
に
つ
い
て
引
い
て
み
た
。

　

元
来
鬼
は
恐
ろ
し
い
。
宝
物

を
奪
っ
た
り
、
人
さ
ら
い
を
し

て
山
中
で
大
酒
を
飲
ん
で
い
た

り
、
人
肉
を
貪
り
食
う
。

　

日
本
の
鬼
の
原
型
は
元
祖
イ

ン
ド
仏
教
に
見
つ
か
る
。
イ
ン

ド
仏
教
の
夜
叉
（
ヤ
ク
シ
ャ
）

や
羅
刹
（
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
）
は
、

仏
法
を
守
る
超
人
的
な
存
在
、

半
神
半
魔
と
し
て
と
て
も
恐
れ

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
仏
教
を

信
じ
功
徳
を
積
む
仏
教
徒
に

は
、
人
間
の
煩
悩
や
「
仏
の
教

え
に
従
わ
な
い
者
」
の
象
徴
と

し
て
忌
避
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
元
祖
イ
ン
ド
仏
教
で

は
鬼
は
地
獄
に
い
な
い
。
地
獄

で
亡
者
を
痛
め
る
の
は
鬼
で
は

な
く
、
ナ
ラ
カ
・
パ
ー
ラ
（
地

獄
の
門
衛
）
だ
。
彼
ら
は
狂
暴

な
看
守
の
よ
う
な
存
在
で
、
中

国
で
は
「
獄
卒
」
と
訳
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
あ
ま
り

の
恐
ろ
し
さ
に
「
守
獄
之
鬼
」

と
か
「
獄
鬼
」
と
漢
訳
す
る
経

典
が
あ
っ
た
た
め
、
中
国
大
陸

経
由
で
仏
教
を
学
ん
だ
東
ア
ジ

ア
で
は
、
地
獄
に
鬼
が
い
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
イ
ン
ド
で
も
鬼
の

イ
メ
ー
ジ
は
変
化
し
て
い
き
、

夜
叉
や
羅
刹
は
、
だ
ん
だ
ん
と

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
シ
ヴ
ァ
神
の

よ
う
な
恐
ろ
し
い
神
々
と
風
貌

に
似
せ
ら
れ
て
い
く
。

　

こ
の
シ
ヴ
ァ
神
こ
そ
、
虎
皮

の
腰
巻
（
パ
ン
ツ
）
を
は
か
せ

た
張
本
人
だ
。神
話
に
よ
れ
ば
、

対
立
し
て
い
た
仙
人
た
ち
が
シ

ヴ
ァ
神
に
虎
と
毒
蛇
を
け
し
か

け
る
と
、
シ
ヴ
ァ
神
は
虎
を
た

た
き
殺
し
、
皮
を
は
い
で
腰
巻

に
し
て
し
ま
い
、
毒
蛇
も
ぶ
ち

の
め
し
、
首
に
巻
い
て
首
飾
り

に
し
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
神
話
は
人
気
が
あ
っ

た
た
め
、
信
仰
の
広
ま
り
と
と

も
に
、
シ
ヴ
ァ
以
外
の
神
々
の

な
か
に
も
、
そ
う
し
た
姿
で
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
紀
元

前
６
世
紀
頃
古
代
イ
ン
ド
（
ネ

パ
ー
ル
の
あ
た
り
）
で
誕
生
し

た
仏
教
が
、
長
い
時
間
を
か
け

大
陸
を
旅
し
て
日
本
に
伝
来
し

た
の
は
６
世
紀
半
ば
頃
。
千
年

の
時
と
広
い
大
陸
で
の
人
々
の

営
み
に
し
み
じ
み
す
る
。

　

更
に
鬼
は
日
本
で
可
愛
ら
し

く
変
身
す
る
。
ナ
ポ
リ
民
謡
風

の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
に
の
っ
て
、
ノ

リ
ノ
リ
で
虎
皮
の
パ
ン
ツ
を
自

慢
し
て
い
る
。
童
謡
『
鬼
の
パ

ン
ツ
』
は
子
ど
も
達
に
大
人
気

だ
。
他
に
も
、
お
寺
の
日
本
酒

製
造
、
サ
ウ
ナ
の
功
徳
を
説
い

た
お
経
、寺
の（
ジ
）と（
テ
ラ
）

の
所
以
や
、
お
釈
迦
様
に
差
し

出
さ
れ
た
鉢
の
話
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る

仏
教
文
化
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が

ち
り
ば
め
ら
れ
、
知
ら
な
く
て

も
す
む
が
、
知
れ
ば
世
界
が
広

が
る
心
地
が
す
る
。

              （
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 鬼のパンツの原点は仏教に
　　　　　　　　　　　　　　     石井公成・著

 法蔵館・刊

■明日も一日きみを見てる（角田光代、角川文庫）犬派だっ
た著者。猫のトトちゃんは漫画家・西原理恵子さんから譲
り受け、人見知りすることもなくすぐに家族の一員に。『今
日も一日きみを見てた』のエッセイに続く第2弾が本書。
一軒家に引っ越し、地上10階での暮らしから一変、生ま
れてはじめての体験を重ねていく。■福島モノローグ（い
とうせいこう、河出文庫）東日本大震災の被災者11人と
著者がそれぞれ対話し書き記した。しかし著者の発話や問
いかけは消され、語り手のモノローグのみ。語り手の年齢、
性別、職業などは、最初には書かれていない。話の中の
断片から、少しずつ「この人は農家なんだ」「女性なんだ」
とわかってくる。■君の不在の夜を歩く（窪美澄、新潮社 )
菜乃子が死んだってよ。そんなLINEのメッセージから始
まる長篇小説。宗教２世、主婦、会社員、小説家、1人の
自死が、残された元同級生４人の人生を深く揺り動かして
いくさまを描く。■たったひとつの雪のかけら（ウン・ヒ
ギョン、オ・ヨンア訳、集英社）雪の結晶の形になぞらえ
たような6編の短編からなり、各話の登場人物が別の話に
脇役として登場するなど、物語が繋がり合っている。チョ・
ヘジン著『かけがえのない心』で23年韓国文学「翻訳大
賞」受賞。■心に、光を。 不確実な時代を生き抜く（ミ
シェル・オバマ、角川文庫 )大統領の夫を支え、ふたりの
娘の母である著者は、弁護士のキャリアを諦めファーストレディに。しかし
非日常的な生活に戸惑い、時に無力感に駆られた。そんな日々の中、心をど
う整えてきたのか。大きな問題に圧倒されそうなときこそ、編み物のような
単純な作業や、目の前の小さなことに集中したという。不安の多い世界とど
う向きあうかのヒントが満載。■ 2030 来たるべき世界（エマニュエル・トッ
ド他、朝日新書）朝日新聞社が主催した「朝日地球会議2025」が開催され、
歴史人口学者のエマニエル・トッド氏を中心に彼が唱える「西洋の敗北」を
ベースにAIについて語るオードリー・タン氏、戦時経済を分析するモニカ・
ダフィー・トフト氏。食や分解について藤原辰史氏など、世界最高峰の知性
たちが「2030年の国際秩序」と「日本の進路」について議論する。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

角
田
光
代
の
愛
猫
の
ト
ト
ち
ゃ
ん
エ
ッ
セ
イ
。
福
島
の
被
災
者
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
。
同
級

生
の
死
を
き
っ
か
け
に
揺
れ
動
く
４
人
。
韓
国
の
人
気
作
家
の
短
編
集
。
ミ
シ
ェ
ル
・
オ

バ
マ
の
不
安
解
消
法
と
は
。
世
界
の
知
性
が
未
来
を
模
索
す
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

フ
ラ
ン
ス
で
中
国
系
の
両
親

の
も
と
に
生
ま
れ
た
ヨ
ー
ヨ

ー
・
マ
。
４
歳
の
と
き
、
本
当

は
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
弾
き
た
か

っ
た
の
で
す
が
彼
の
手
に
は
大

き
す
ぎ
た
た
め
、
代
わ
り
に
チ

ェ
ロ
を
選
び
ま
す
。
幼
少
期
に

ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
た
彼
は
、

異
な
る
文
化
や
言
語
の
あ
い
だ

で
成
長
し
ま
す
。
そ
し
て
彼
の

奏
で
る
音
楽
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や

国
籍
を
超
え
て
多
様
な
人
々
を

繋
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
２
０
１
９
年
４
月
13
日
。

彼
は
ア
メ
リ
カ
（
テ
キ
サ
ス
州

ラ
レ
ド
）
と
メ
キ
シ
コ
（
ヌ
エ

ボ
・
ラ
レ
ド
）
を
隔
て
る
リ
オ
・

グ
ラ
ン
デ
川
の
ほ
と
り
で
、
バ

ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
を

演
奏
し
ま
す
。

　

世
界
的
な
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ヨ

ー
ヨ
ー
・
マ
の
半
生
と
、
音
楽

を
通
じ
て「
壁
」で
は
な
く「
橋
」

を
架
け
よ
う
と
す
る
彼
の
信
念

を
描
い
た
伝
記
絵
本
。
実
際
の

演
奏
会
「
バ
ッ
ハ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
軸
に
、
音
楽
に
よ
る

団
結
や
平
和
に
つ
い
て
描
か
れ

て
い
る
。
著
者
は
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ

ム
ズ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
ジ

ョ
ア
ナ
・
ホ
ー
。　
　
（
高
田
）

ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
の
半
生
を
描
い
た
本

 『Playing at the Border』
Written by Joanna Ho

Published by HarperCollins

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
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are not responsible about any ad. 
contents.
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
商

業
不
動
産
仲
介
を
行
っ
て
い
る

Okada & Company

の
西
田

花
蓮
さ
ん
（
24
）
は
、
名
古
屋

生
ま
れ
の
名
古
屋
育
ち
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学
を
卒
業
し
て
商

業
物
件
の
世
界
の
最
高
峰
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
現
在
活
躍
中
だ
。

母
親
が
ア
メ
リ
カ
人
で
日
本
で

父
親
が
不
動
産
投
資
す
る
姿
を

見
て
興
味
を
持
っ
た
。
大
学
で

は
家
庭
学
と
建
築
が
ど
う
い
う

心
理
的
な
作
用
を
及
ぼ
す
の
か

を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
し

た
。
ホ
ー
ム
と
い
う
括
り
に
こ

だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
不
動
産

で
も
自
分
は
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

に
進
む
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
会
社
が

全
て
商
業
不
動
産
関
係
の
会
社

だ
っ
た
た
め
「
何
か
し
ら
運
命

的
な
も
の
を
感
じ
た
」
と
い
う
。

　

２
０
１
０
年
代
後
半
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
・
日
本
人
不

動
産
関
係
者
同
士
の
交
流
と
情

報
共
有
の
場
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
現
在
勤
務
す
る

Okada & Company

代
表
の
ク

リ
ス
・
オ
カ
ダ
氏
が
「Japanese 

American Real Estate Club

（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）」
を
立
ち
上
げ

た
。
当
時
は
、
同
じ
業
界
で
活

動
し
て
い
て
も
互
い
の
存
在
を

知
る
程
度
で
、
業
界
横
断
的
な

交
流
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
不
動
産
に
関
わ

る
関
係
者
が
定
期
的
に
集
ま
り

を
開
催
し
、
業
種
や
会
社
の
垣

根
を
越
え
た
親
睦
を
深
め
て
い

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
活
動
を
休
止
し
、
そ
の
後
長

ら
く
再
開
で
き
な
い
状
況
が
続

い
た
。

　

先
月
、
約
6
年
ぶ
り
に
そ
の

集
ま
り
を
再
び
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
西
田
さ
ん
は
、
ク

リ
ス
代
表
か
ら
同
社
が
行
な
っ

て
い
た
不
動
産
交
流
会
の
再
開

の
任
務
を
任
さ
れ
た
。
今
回
多

く
の
人
々
に
参
加
し
て
も
ら

え
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

古
本
不
動
産
の
古
本
武
司
会
長

や
Ｊ
．
Ｏ
Ｎ
Ｅ
不
動
産
の
山
辺

38
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
は
、
日

本
よ
り
過
ご
し
や
す
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
紫
外
線

対
策
が
非
常
に
重
要
な
季
節
で

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
空
気
が

比
較
的
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、

紫
外
線
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
に
気

付
か
な
い
ま
ま
肌
老
化
が
進
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
が
毎
年
こ
の
時
期
に
お
客
様

へ
お
伝
え
し
て
い
る
の
は
、「
夏

前
の
肌
は
、
夏
を
迎
え
る
準
備

期
間
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
多

く
の
方
は
日
焼
け
止
め
を
塗
る

こ
と
だ
け
に
意
識
が
向
き
ま

す
。
し
か
し
本
当
に
大
切
な
の

は
、
紫
外
線
に
負
け
な
い
肌
そ

の
も
の
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

肌
の
バ
リ
ア
機
能
が
整
っ
て
い

る
人
と
乱
れ
て
い
る
人
で
は
、

同
じ
量
の
紫
外
線
を
浴
び
て
も

ダ
メ
ー
ジ
の
受
け
方
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
十
分
な
保
湿
、

質
の
良
い
睡
眠
、
ビ
タ
ミ
ン
類

を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

は
、
美
容
の
基
本
で
あ
る
と
同

時
に
、
紫
外
線
対
策
で
も
あ
り

ま
す
。
日
差
し
が
強
く
な
る
今

か
ら
、
サ
ン
グ
ラ
ス
や
帽
子
も

上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
私

自
身
も
、
肌
が
ま
だ
日
差
し
に

慣
れ
て
い
な
い
春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
は
、
美
容
皮
膚
科
で

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
飲
む
Ｕ

Ｖ
ケ
ア
サ
プ
リ
「U

・Vlock

」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。「U

・

Vlock

」
は
、
紫
外
線
を
浴
び

た
後
に
体
内
で
発
生
す
る
酸
化

ス
ト
レ
ス
に
着
目
し
、
肌
を
内

側
か
ら
守
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
れ
る
飲
む
Ｕ
Ｖ
ケ
ア
サ
プ
リ

で
す
。
も
ち
ろ
ん
サ
プ
リ
だ
け

で
紫
外
線
を
完
全
に
防
げ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
焼

け
止
め
な
ど
の
外
側
か
ら
の
対

策
に
加
え
、
内
側
か
ら
の
ケ
ア

と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

紫
外
線
対
策
と
い
う
と
「
焼
か

な
い
こ
と
」
に
目
が
向
き
が
ち

で
す
が
、本
当
に
大
切
な
の
は
、

紫
外
線
を
受
け
て
も
ダ
メ
ー
ジ

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
健
康

な
肌
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
今

年
の
夏
は
、
単
に
肌
を
守
る
だ

け
で
は
な
く
、
未
来
の
自
分
の

た
め
に
「
肌
を
育
て
る
」
と
い

う
視
点
で
ケ
ア
を
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴

30
年
。SKIN DEEP NYC

美

容
皮
膚
科
、Yukie Natori 

Salon & Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日

本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

「
Ｎ
Ｙ
の
夏
は
紫
外
線
対
策
を
」

亜
紀
社
長
ら
老
舗
の
不
動
産
関

連
事
業
者
や
日
系
企
業
、
小
売

業
界
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

西
田
さ
ん
は
「
こ
の
会
は
企

業
単
位
で
の
参
加
だ
け
で
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
個
人

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
日

系
企
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

例
え
ば
米
系
企
業
に
所
属
す
る

弁
護
士
や
公
認
会
計
士
な
ど
ア

メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
活

躍
す
る
日
本
人
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
の
方
々
な
ど
、
私
ど
も

が
把
握
で
き
て
い
な
い
日
系
人

材
に
も
数
多
く
参
加
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

日
系
不
動
産
業
界
の
交
流
を
促
進

OKADA & CO. アソシエイト
JAREC 事務局兼任

西田 花蓮 さん

と
話
す
。
今
回
は
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
の

ニ
ッ
ク
ス
の
53
年
ぶ
り
の
優
勝

大
パ
レ
ー
ド
を
見
下
ろ
す
自
社

オ
フ
ィ
ス
に
取
引
先
関
係
者
や

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
を
招

い
て
パ
レ
ー
ド
の
お
祝
い
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
、
70
年
代
、

代
表
の
ク
リ
ス
さ
ん
の
父
親
の

岡
田
初
代
社
長
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
商
業
不
動
産
業
界
で
は

多
く
の
有
名
物
件
を
扱
う
老
舗

不
動
産
と
し
て
名
を
馳
せ
た
人

物
。
二
代
目
の
ク
リ
ス
さ
ん
を

支
え
て
い
る
同
社
勤
続
38
年
の

番
頭
役
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
岩

田
洋
明
さ
ん
が
西
田
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
支
え
て
い

る
。
こ
こ
３
、４
年
で
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス

の
空
室
率
は
10
％
を
下
回
る
ほ

ど
戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

マ
ジ
ソ
ン
街
に
は
日
本
か
ら
の

大
型
投
資
で
ど
ん
ど
ん
と
ビ
ル

が
建
設
さ
れ
る
勢
い
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
不
動
産
の

特
徴
を
聞
く
と
「
不
動
産
の
面

で
言
う
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
し

か
勝
た
な
い
。
世
界
中
が
落
ち

て
い
っ
て
も
Ｎ
Ｙ
は
落
ち
て
い

か
な
い
の
が
面
白
い
で
す
ね
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
人
が
多
く
て

孤
独
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
の
人
も

含
め
て
ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
に
参

加
し
て
欲
し
い
で
す
。
自
分
自

身
が
Ｎ
Ｙ
に
来
た
ば
か
り
の
時

の
気
持
ち
が
重
な
る
の
で
お
役

に
立
ち
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

  にしだ　　       かれん　

http://www.easeny.com/
https://www.cosmeproud.com
http://www.ojfd.com
https://www.uemurachiropractic.com/


2026 年（令和 8 年）6月 27 日（土） ［教　育］　　（12  ）

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
、
日
本
語
継
承
語
部
（
市
原

理
瑠 

日
本
語
継
承
語
部
部
長
）

で
は
６
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ

ー
ス
生
徒
28
名
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
は
日
本
語

を
外
国
語
と
し
て
教
え
る
コ
ー

ス
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
８
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
が
毎
週
日

曜
日
、
日
本
語
と
日
本
文
化
を

学
ん
で
い
る
。今
年
度
は
年
齢
・

日
本
語
レ
ベ
ル
を
元
に
４
ク
ラ

ス
が
開
講
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

日
頃
の
学
習
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
自
身
の
思
い
を
堂
々
と

発
表
し
た
。 

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
１
は
「
私
の
た
か

ら
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
。

お
気
に
入
り
の
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
、
手
作
り
の
粘
土
細
工
な

ど
を
紹
介
す
る
中
、「
家
族
が

宝
物
」
と
語
る
児
童
も
お
り
、

会
場
は
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。
続
く
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
２
は
「
私

の
行
き
た
い
と
こ
ろ
」を
紹
介
。

各
地
の
魅
力
が
テ
ー
マ
の
ク
イ

ズ
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
、
日

本
へ
の
深
い
関
心
を
自
分
の
言

葉
で
力
強
く
伝
え
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
３
に
よ
る
「
宝
く

じ
に
当
た
っ
た
ら
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
は
、「
ロ
ケ
ッ
ト
の
実

験
室
を
作
っ
て
宇
宙
を
見
て
み

た
い
」「
日
本
に
い
る
友
達
や

家
族
に
会
い
に
行
き
た
い
」
と

い
っ
た
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

夢
や
家
族
を
思
う
気
持
ち
が
語

ら
れ
た
。
最
後
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ

４
は
「
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に

な
り
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
各

自
が
将
来
の
夢
に
つ
い
て
発

表
。

　
「
本
を
通
し
て
人
を
楽
し
く

し
て
あ
げ
ら
れ
る
作
家
に
な
り

た
い
」「
父
の
よ
う
な
、
困
っ

て
い
る
人
を
法
律
で
守
る
弁
護

士
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
自
ら

の
志
を
語
る
姿
に
、
会
場
全
体

が
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。
全

ス
ピ
ー
チ
終
了
後
に
優
秀
賞
、

特
別
賞
が
発
表
さ
れ
、
最
優
秀

賞
に
は
10
年
間
同
校
に
幼
稚
部

よ
り
皆
勤
で
通
っ
た
尾
崎
聡
士

さ
ん
が
輝
い
た
。

　

続
い
て
、
国
連
国
際
学
校
主

催
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

者
発
表
が
行
わ
れ
た
。
世
界
各

国
か
ら
応
募
さ
れ
た
１
０
０
０

句
を
超
え
る
作
品
の
中
か
ら
、

同
校
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

美
幸
さ
ん
と
顧
家
端
さ
ん
が
見

事
小
学
生
部
門
で
２
位
と
３
位

に
選
ば
れ
た
。

　

最
後
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
の

修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
、
２
名

の
生
徒
が
晴
れ
て
卒
業
を
迎
え

た
。
日
々
の
学
び
や
活
動
に
真

摯
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
き
た
卒
業
生
た

ち
は
、
自
信
に
満
ち
た
表
情
で

門
出
の
日
を
迎
え
た
。
保
護
者

や
教
職
員
が
見
守
る
中
、
会
場

は
再
び
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

 

日
本
語
継
承
語
部
で

 

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

１
、２
年
生
児
童
が
学
習

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
（
本
荘
真
校
長
）
で

は
、
６
月
５
日
（
金
）
に
初
等

部
１
・
２
年
生
の
児
童
が
生
活

科
の
学
習
で
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド

（Ridgewood

）
へ
町
探
検
に

で
か
け
た
。

　

今
回
の
町
探
検
は
、
リ
ッ
ジ

ウ
ッ
ド
の
街
並
み
や
公
共
施

設
、
店
舗
な
ど
を
見
学
し
、
日

本
と
の
違
い
を
発
見
し
な
が

ら
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ア
メ

リ
カ
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。
ま
た
、
学
年
を
超
え
て
協

力
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と

で
、
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る

力
や
、
公
共
の
場
で
の
マ
ナ
ー

を
身
に
付
け
る
こ
と
も
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

　

町
探
検
に
向
け
て
、
子
ど
も

た
ち
は
何
日
も
前
か
ら
準
備
を

重
ね
て
き
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｌ
（
英

語
）
の
時
間
に
は
、
郵
便
局
で

切
手
を
購
入
す
る
場
面
を
想
定

し
、
繰
り
返
し
練
習
し
た
。
ま

た
、
教
室
で
は
買
い
物
ご
っ
こ

を
行
い
、
代
金
の
支
払
い
方
や

お
釣
り
の
受
け
取
り
方
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、
当
日
へ
の
期

待
を
高
め
て
い
っ
た
。
当
日
、

郵
便
局
で
は
事
前
に
書
い
た
日

本
の
家
族
へ
の
手
紙
に
貼
る
切

手
を
、自
分
の
力
で
購
入
し
た
。

練
習
し
て
き
た
英
語
を
使
い
な

が
ら
切
手
を
買
い
、
ポ
ス
ト
へ

投
函
す
る
と
、「
い
つ
届
く
か

な
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

　
Ｊ
マ
ー
ト
で
の
買
い
物
体
験

で
は
、
持
参
し
た
お
小
遣
い
の

中
で
買
え
る
商
品
を
考
え
な
が

ら
選
び
、
自
分
で
支
払
い
を
行

っ
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

進
む
現
代
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
現
金
を
使
い
、
お
釣
り
を
受

け
取
る
経
験
は
決
し
て
多
く
な

い
。
実
際
の
店
舗
で
財
布
か
ら

お
金
を
出
し
、
店
員
と
の
や
り

取
り
を
通
し
て
買
い
物
を
す
る

体
験
は
、
社
会
の
仕
組
み
や
お

金
の
働
き
を
実
感
す
る
貴
重
な

学
び
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
町
探
検
を
通
し
て
、

児
童
た
ち
は
地
域
で
働
く
人
々

や
公
共
施
設
の
役
割
に
目
を
向

け
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が

社
会
を
支
え
る
多
く
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
生
活
し
て
い
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
実
際
の
体
験
を

通
し
て
得
た
学
び
は
、
ア
メ
リ

カ
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
育
む
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

ど
き
ど
き

町
を
た
ん
け
ん
NJ日本人学校

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
学
長
：

Pierre-Ludovic Perrot

）
で

は
、
6
月
15
日
か
ら
3
日
間
に

わ
た
り
、
Ｐ
Ｋ
３
か
ら
５
年
生

ま
で
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
「
ケ

ネ
デ
ィ
・
ア
ー
ツ
・
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
（
発
表
会
）」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
度
は
「Gurdian of 

the Earth

」
を
テ
ー
マ
に
、
各

学
年
ご
と
に
音
楽
発
表
や
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
子
ど
も

た
ち
は
、
日
頃
の
学
習
の
成
果

や
豊
か
な
創
造
性
を
発
揮
し
、

舞
台
上
で
自
信
に
満
ち
た
姿
を

見
せ
た
。

　

プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
子
供
た
ち

は
協
力
し
て
3
か
国
語
に
よ
る

歌
を
発
表
し
、
子
ど
も
た
ち
の

言
語
能
力
の
成
長
と
ク
ラ
ス
の

強
い
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る

素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ

た
。

　

ま
た
15
日
に
は
キ
ン
ダ
ー
ガ

ー
テ
ン
の
卒
業
式
も
執
り
行
わ

れ
た
。
ガ
ウ
ン
と
卒
業
帽
を
身

に
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
舞

台
に
並
び
、
一
人
ひ
と
り
が
誇

ら
し
げ
な
表
情
で
校
長
か
ら
修

了
証
書
を
受
け
取
っ
た
。

　

学
び
と
成
長
、
そ
し
て
達
成

を
祝
う
喜
び
に
満
ち
た
思
い
出

深
い
式
典
と
な
っ
た
。

発
表
会
と
卒
業
式

学
習
成
果
と
成
長

ケネディ・インターナショナルスクール

授
業
で
町
探
検
中
の
Ｎ

Ｊ
日
本
人
学
校
の
児
童

た
ち

http://shidogakuin.com
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
tel:2122136069
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海
外
で
の
お
子
さ
ん
の
就
学

先
は
、
日
本
人
学
校
、
現
地
校

や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
、
そ
し
て
滞
在
期
間
も
2

年
や
5
年
、
も
っ
と
長
い
方
も

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

様
々
な
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
帰

国
後
ど
の
よ
う
な
学
校
選
択
を

す
れ
ば
海
外
で
の
経
験
を
生
か

し
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
帰
国
枠
受
験
を
考

え
る
う
え
で
、
帰
国
時
期
や
海

外
か
ら
受
験
す
る
場
合
の
留
意

点
等
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　

帰
国
生
入
試
の
主
な
特
徴
は

海
外
で
学
ん
だ
こ
と
に
配
慮

し
、
受
験
生
が
不
利
に
な
ら
な

い
よ
う
に
出
願
資
格
、
選
考
方

法
、
入
試
日
程
な
ど
各
学
校
は

様
々
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
校
の
情
報
を
収
集
し
た

り
、
一
時
帰
国
時
な
ど
に
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た

り
す
る
こ
と
で
学
校
の
雰
囲
気

や
様
子
が
分
か
り
、
通
い
た
い

学
校
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
く
ま
れ
に
、
日
本
人

学
校
の
出
身
者
は
帰
国
枠
で
の

受
験
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

義
務
教
育
期
間
中
に
帰
国
を

す
れ
ば
公
立
校
に
編
入
で
き
ま

す
が
、
私
立
中
学
校
な
ど
を
選

択
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で

す
。
私
立
中
学
校
の
帰
国
生
入

試
は
、
海
外
で
の
入
試
を
含
め

る
と
、
早
い
学
校
で
は
10
月
か

ら
始
ま
り
2
月
中
旬
ま
で
続
き

ま
す
。
受
験
資
格
の
多
く
は
、

海
外
で
の
滞
在
期
間
が
1
〜
3

年
以
上
、
帰
国
後
の
期
間
が
2

〜
3
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
選
考
方
法
は
一
般
入

試
と
同
様
の
「
国
語･

算
数･

社
会･

理
科
」
の
ほ
か
に
、「
国

語
・
算
数
」「
算
数･

英
語
」

や
「
英
語
」
か
「
算
数
」
の
一

科
目
の
み
、
あ
る
い
は 

面
接

や
作
文
の
み
、
教
科
を
超
え
た

総
合
的
な
思
考
力
や
表
現
力
な

ど
を
見
る
た
め
の「
適
性
検
査
」

と
多
種
多
様
で
す
。
入
試
制
度

に
つ
い
て
は
各
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前
に
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

修
了
し
た
あ
と
に
帰
国
す
る
場

合
は
、
高
校
1
年
生
の
9
月
編

入
学
試
験
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
一
部
の
私
立

学
校
で
は
、
現
地
の
9
年
生
の

課
程
を
6
月
修
了
見
込
と
い
う

形
で
、
4
月
生
と
し
て
受
験
を

認
め
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す

の
で
、
学
校
に
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

高
等
学
校
の
帰
国
生
入
試
の

多
く
は
11
月
か
ら
3
月
中
旬
に

行
わ
れ
、海
外
で
の
滞
在
年
数
、

帰
国
後
の
年
数
の
条
件
は
中
学

校
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。 

選
考
方
法
は
、「
国
語
・
数
学
・

英
語
」
の
三
教
科
と
面
接
、
海

外
の
在
籍
校
で
の
成
績
や
活
動

歴
を
評
価
す
る
書
類
審
査
や
日

本
語
ま
た
は
外
国
語
で
の
面

接
、
作
文
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
で
す
。

　

中
学
や
高
校
の
編
入
学
に
つ

い
て
、
公
立
中
学
校
は
基
本
的

に
い
つ
で
も
可
能
で
す
が
、
私

立
や
国
立
、
高
等
学
校
で
は
受

け
入
れ
体
制
が
学
校
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
多
く
の
学
校
で

は
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
募
集

し
ま
す
が
、学
期
ご
と
の
募
集
、

随
時
の
相
談
に
よ
り
受
け
入
れ

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。 

選
考

方
法
も
学
校
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
海
外
か
ら
受
験
す

る
場
合
の
留
意
点
と
し
て
、
出

願
資
格
、
提
出
書
類
の
確
認
と

第
一
志
望
の
学
校
を
中
心
に
ど

の
併
願
校
を
受
験
で
き
る
か
、

綿
密
な
受
験
計
画
を
立
て
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

何
よ
り
も
お
子
さ
ん
が
海
外

で
の
経
験
を
活
か
し
、
帰
国
後

も
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
れ
る

学
校
選
択
を
す
る
こ
と
が
大
事

に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
教

育
相
談
も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ

き
、
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

帰国後の学校選択：帰国枠での中学
受験、高校受験の留意点について
海外子女教育振興財団 
橋本芳登 教育アドバイザー

　

高
等
学
校
は
義
務
教
育
で
は

な
い
た
め
、
入
学
・
編
入
学
す

る
に
は
、
国
公
立
を
含
め
て
選

抜
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
日
本
の
義
務
教
育

修
了
（
中
学
校
卒
業
資
格
）、

も
し
く
は
海
外
で
学
校
教
育
の

9
年
の
課
程
を
修
了
し
て
い
る

か
、
入
学
す
る
年
の
3
月
末
ま

で
に
修
了
見
込
み
で
あ
る
こ
と

が
出
願
資
格
と
し
て
求
め
ら
れ

ま
す
。
日
本
人
学
校
中
学
部
を

卒
業
す
る
場
合
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
学

年
の
修
了
時
期
が
日
本
と
異
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
翌
年
の
6

月
に
9
年
生
（
中
学
3
年
相

当
）
を
修
了
す
る
場
合
、
日
本

の
高
等
学
校
へ
の
出
願
資
格
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
遅

く
と
も
前
年
の
12
月
頃
ま
で
に

帰
国
し
、
日
本
の
公
立
中
学
校

の
3
年
生
に
編
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
学
校
の
「
卒
業

見
込
み
」
で
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
9
年
生
を
6
月
に

 本欄への相談は
● 公益財団法人 
海外子女教育振興財団
（JOES）
www.joes.or.jp
【教育相談】

Eメール sodanjigyo@joes.or.jp

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
若
杉
敏
郎
校
長
）
で
は
、
６

月
14
日
（
日
）
に
、
多
く
の
保

護
者
の
参
観
の
も
と
「
七
夕
集

会
」
を
開
催
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
各
学
級
で

七
夕
飾
り
を
作
り
、
一
人
ひ
と

り
日
本
語
で
短
冊
に
願
い
を
書

い
て
準
備
し
た
。
集
会
の
前

に
、
七
夕
飾
り
や
願
い
が
書
か

れ
た
短
冊
を
大
き
な
笹
に
飾
り

付
け
、
集
会
が
始
ま
っ
た
。
集

会
で
は
、
七
夕
の
由
来
を
学

び
、
先
生
か
ら
の
七
夕
に
関
す

る
ク
イ
ズ
に
、
元
気
に
大
き
な

声
で
答
え
て
い
た
。
そ
の
後
、

各
ク
ラ
ス
の
代
表
の
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
発
表

し
、
そ
の
子
ど
も
ら
し
い
願
い

事
に
、
聞
い
て
い
た
保
護
者
は

自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
り
、
笹
を
提
供
い
た
だ
い
た

方
へ
の
「
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

動
画
」
を
撮
影
し
集
会
を
終
え

た
。
集
会
後
は
各
学
級
で
思
い

思
い
に
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
な

笹
に
願
い
と
飾
り
を
つ
け
、
一

人
ひ
と
り
の
七
夕
飾
り
を
各
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
。

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

で
は
、
８
月
中
旬
ま
で
夏
休
み

と
な
る
。　

８
月
中
旬
ま
で
夏
休
み
に

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
12
日
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
Ｓ

Ａ
Ｔ
ま
た
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
試
験
結

果
の
提
出
を
入
学
申
請
条
件
と

す
る
制
度
を
来
年
（
２
０
２
７

〜
28
学
年
度
）
か
ら
再
開
す
る

と
発
表
し
た
。

　

同
大
学
は
、
標
準
試
験
の
結

果
は
「
将
来
性
の
あ
る
学
生
の

成
功
を
計
る
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ

ー
」
と
し
、
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー

グ
と
し
て
同
制
度
を
再
開
す
る

の
は
最
後
の
大
学
と
な
る
。
ま

た
同
条
件
を
満
た
す
の
が
難
し

い
場
合
は
、
申
請
時
に
「
免

除
」
を
希
望
す
る
こ
と
も
可
能

だ
と
伝
え
て
い
る
。
同
大
学
は

23
年
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
方
針
再
開
に

つ
い
て
「
入
学
生
が
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
教
育
環
境
で
満
足
に
学
べ

る
よ
う
審
査
中
の
た
め
再
開
日

は
未
定
」
と
す
る
と
同
時
に
Ｓ

Ａ
Ｔ
制
度
の
中
止
は
「
学
生
た

ち
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
多
面
的

で
あ
る
た
め
単
一
要
素
で
は
計

り
き
れ
な
い
」
と
伝
え
て
い

た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
ほ
か
の
ア
イ
ビ
ー
・

リ
ー
グ
は
「
学
生
が
ど
れ
ほ
ど

大
学
進
学
に
対
し
て
準
備
が
で

き
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
」

Ｓ
Ａ
Ｔ
制
度
を
す
で
に
再
開
し

て
お
り
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
も
昨

月
、
大
学
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
ア
ド
バ
ン
ス
ド
・
プ
レ
イ

ス
メ
ン
ト
（
Ａ
Ｐ
）」
ま
た
は

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
の

成
績
と
共
に
、
試
験
結
果
の
提

出
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
ま
た
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
か

ら
選
べ
る
と
い
う
選
択
肢
を
廃

止
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

Ｓ
Ａ
Ｔ  

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
提
出
再
開

七夕集会で
願いを短冊に

デンバー日本語補習学校

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校（
福
澤
隆
治
校
長
）

で
は
、
今
年
も
広
島
灯
ろ
う
流

し
に
向
け
た
灯
ろ
う
作
り
を
行

っ
た
。
こ
の
平
和
活
動
は
８
年

目
と
な
り
、
児
童
、
生
徒
だ
け

で
な
く
そ
の
家
族
の
間
に
も
根

付
い
て
き
て
い
る
。
近
年
、
終

わ
り
の
見
え
な
い
複
数
の
戦
争

が
続
き
核
兵
器
の
影
が
見
え
隠

れ
す
る
中
、
こ
う
し
た
活
動
を

通
し
て
平
和
へ
の
願
い
を
再
確

認
し
、
心
の
声
を
届
け
る
の
は

大
切
な
こ
と
だ
。

　

灯
ろ
う
作
り
を
通
し
広
島
の

悲
惨
な
歴
史
を
話
し
な
が
ら
世

界
平
和
に
つ
い
て
話
す
親
子
、

カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
明
る

い
未
来
へ
の
願
い
を
表
現
す
る

児
童
、
手
と
手
を
取
り
合
う
絵

で
一
人
で
は
な
く
地
球
上
の
人

た
ち
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て

世
界
平
和
を
目
指
そ
う
と
訴
え

る
学
生
。
そ
れ
ぞ
れ
の
灯
ろ
う

に
、
今
年
も
様
々
な
表
現
で
力

強
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

　

８
月
６
日
原
爆
記
念
日
に
広

島
市
の
平
和
記
念
公
園
で
行
わ

れ
る
灯
ろ
う
流
し
で
、
日
本
中

そ
し
て
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た

色
と
り
ど
り
の
灯
ろ
う
が
、
公

園
内
を
流
れ
る
元
安
川
を
美
し

く
染
め
る
。
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る

灯
ろ
う
の
よ
う
な
明
る
い
未
来

を
願
い
、
同
校
で
は
今
後
も
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定

だ
。

広
島
に
送
る

灯
ろ
う
作
る

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

日
本
語
補
習
授
業
校

https://www.joes.or.jp/kojin/kokunai_setsumeikai
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
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北米伊藤園

英語部門

長
生
き
も
ほ
ど
ほ
ど
で
良
し
苺
煮
る　

斉
藤
照
枝 

Ｎ
Ｙ
州

夾
竹
桃
父
の
命
日
近
か
り
き

紫
野
雅
子 

Ａ
Ｚ
州

 
朝
市
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
し
て
手
に
苺

ラ
イ
ン
ウ
ェ
バ
ー
友
子 

Ｗ
Ａ
州

　
き
っ
ぱ
り
と
白
き
横
断
歩
道
初
夏

宇
佐
美
好
子 

Ｍ
Ａ
州

夏
の
河
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
筋
交
ひ
に小

住
英
之 

Ｎ
Ｙ
州

 

匙
ふ
た
つ
氷
菓
ひ
と
つ
の
道
の
駅 前

田
須
美
子 
Ｎ
Ｊ
州

ベ
ン
チ
で
本
足
元
に
犬
春
の
午
後

ケ
ー
シ
ー 

デ
レ
ッ
ク 

Ｐ
Ａ
州

母
の
日
に 

作
戦
成
功 

笑
顔
咲
く　

高
野
兼
誠 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４　

９
歳
）

木
は
言
う
よ 

緑
と
ロ
ビ
ン 

お
か
え
り
な
さ
い　

猿
渡 

朱 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

10
歳
）

花
が
さ
く 

ぼ
く
の
気
持
ち
も 

さ
い
て
い
く 

寺
井
瑠
生 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５　

10
歳) 

五
月
晴
れ 

チ
ー
ム
メ
ー
ト
に 

ハ
イ
フ
ァ
イ
ブ　

阿
部
綾
夏 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
１　

12
歳
）

母
呼
ん
で 

背
中
に
隠
し
た 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン  

上
原
新
菜 

Ｎ
Ｃ
州

（シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
日
本
語
補
習
学
校
中
３　

14
歳
）  

卒
ア
ル
を 

開
い
て
み
れ
ば 

玉
手
箱　

大
友
柚
花 

Ｐ
Ａ
州

（フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１　

15
歳
）

「聞
こ
え
な
い
～
！
」 

カ
ッ
プ
ル
告
白 

花
火
か
な 

渡
部 

瞬 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１　

15
歳
）

a prelude
to the overstory . . .
trout lilies

 ─Paula Sears, NH                             

childhood
the same ladybug
as yesterday

─Kat Lehmann, CT
 
heavy rain
over the open-air market
a stream of umbrellas

─Joan C. Fingon, CA
 
back at their desks—
the children covered
in playground sun

─Barrie Levine, MA 

blackout
reading haiku
by lightning

─John Savoie, IL

the death
of a childhood friend
winter stars
─Rowan Beckett Minor, OH

once and for all headstone
─Alan S. Bridges, WA

2026 年（令和 8 年）6 月 27 日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

「5月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2026」の5月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き6月分の応募を受け付けており、6月30日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

2026

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2026年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
6 5/30/26 6/30/26 11:59:59pm 6/30/26
7 7/1/26 7/31/26 11:59:59pm 7/31/26
8 8/1/26 8/30/26 11:59:59pm 8/31/26
9 9/1/26 9/30/26 11:59:59pm 9/30/26
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

6 7/1/26 7/8/26 7/10/26 7 7 7
7 8/1/26 8/6/26 8/10/26 7 7 7
8 9/1/26 9/8/26 9/11/26 7 7 7
9 10/1/26 10/7/26 10/9/26 7 7 7
10 11/1/26 11/9/26 11/11/26 7 7 7

日
本
語
部
門

18
歳
未
満
部
門

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2026 年（令和 8 年）6 月 27 日（土 )

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

わ
た
し
は
、
休
み
の
日
に
、

母
と
「
き
め
つ
の
刃
」
の
え

い
画
を
み
に
え
い
画
館
に
行

き
ま
し
た
。
え
い
画
館
で
え

い
画
を
み
る
の
は
初
め
て
で

し
た
。

　

な
ぜ
今
ま
で
え
い
画
館
に

行
か
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、

わ
た
し
は
こ
わ
い
シ
ー
ン
が

苦
手
で
、
え
い
画
館
だ
と
と

中
で
せ
き
を
立
つ
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
た
え
ら
れ
な
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
わ
た

し
は
家
で
え
い
画
を
み
る
時
、

こ
わ
い
シ
ー
ン
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
と
な
り
の
部
屋
に
に
げ

て
み
る
の
を
や
め
た
り
、
ま

た
は
こ
わ
い
シ
ー
ン
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ま
た
み
始

め
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
し
た
。
な
の
で
、
今
ま
で

お
も
し
ろ
そ
う
な
え
い
画
だ

と
思
っ
て
も
、
え
い
画
館
に

行
こ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、「
き
め
つ
の
刃
」

は
話
が
好
き
で
、
こ
わ
く
て

も
き
っ
と
さ
い
ご
ま
で
み
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
初

め
て
え
い
画
館
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

家
で
み
る
え
い
画
と
え
い
画

館
で
み
る
え
い
画
は
ど
う
ち

が
う
の
か
、
き
ょ
う
み
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

　

じ
っ
さ
い
に
え
い
画
館
で

え
い
画
を
み
て
思
っ
た
こ
と

は
、
え
い
画
が
始
ま
る
ま
で

の
広
告
の
時
間
が
と
て
も
長

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

え
い
画
の
せ
ん
伝
で
い
き
な

り
こ
わ
い
シ
ー
ン
が
な
が
れ

た
り
、
急
に
大
き
い
音
が
鳴

っ
た
り
し
て
ビ
ク
ビ
ク
す
る

こ
と
が
多
く
、
早
く
え
い
画

が
始
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
え
い
画
が
始
ま

っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
話
が
お
も
し
ろ
く
て
、

一
ど
も
せ
き
を
立
ち
た
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

っ
と
話
の
続
き
を
み
た
い
く

ら
い
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

さ
い
ご
に
お
ど
ろ
い
た
こ

と
は
、
え
い
画
が
終
わ
っ
て

立
ち
上
が
っ
た
ら
、
体
の
感

か
く
が
お
か
し
く
、
ま
っ
す

ぐ
に
歩
け
ず
、
転
ん
で
し
ま

い
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

家
の
テ
レ
ビ
で
え
い
画
を
み

「
違
い
か
ら
学
ん
だ
一
日
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
吉
　
奏
大

「
わ
た
し
の
え
い
画
館
デ
ビ
ュ
ー
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
み
お

　

私
は
、
ソ
フ
ィ
ア
と
い
う

女
の
子
の
口
の
中
に
住
ん
で

い
る
よ
。
ソ
フ
ィ
ア
ち
ゃ
ん

は
毎
日
私
の
こ
と
を
き
れ
い

に
歯
み
が
き
を
し
て
く
れ
て
、

虫
歯
が
な
く
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
ん
だ
。
で
も
最
近
、

ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
ぐ
ら
に
な
っ

て
き
た
の
。

　

あ
る
日
、
と
な
り
の
歯
と

話
し
て
い
た
ら
、
き
ゅ
う
に

ソ
フ
ィ
ア
ち
ゃ
ん
が
食
べ
た

り
ん
ご
味
の
ハ
イ
チ
ュ
ウ
が

私
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
と
て
も
へ
ん
な
気
持
ち

が
し
て
と
な
り
の
歯
に
、「
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？
」
と
、

聞
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、

と
な
り
の
歯
が
、「
大
変
！
君

に
ハ
イ
チ
ュ
ウ
が
く
っ
付
い

た
！
」
と
、
言
い
ま
し
た
。

私
は
ハ
イ
チ
ュ
ウ
と
一
緒
に

抜
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

心
配
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

ソ
フ
ィ
ア
ち
ゃ
ん
の
ベ
ロ
が

ハ
イ
チ
ュ
ウ
を
ど
け
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
ほ
っ
と
安
心

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
も

っ
と
グ
ラ
グ
ラ
し
て
き
ま
し

た
。
私
が
心
配
し
て
い
た
の

を
見
て
い
た
と
な
り
の
歯
は
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
も
し

も
抜
け
た
ら
歯
の
よ
う
せ
い

ラ
ン
ド
に
行
け
る
よ
。
ソ
フ

る
時
は
く
つ
ろ
い
で
み
る
の
に

対
し
て
、
え
い
画
館
で
み
る
時

は
長
い
時
間
い
す
に
す
わ
り
、

ス
ク
リ
ー
ン
も
大
き
い
う
え
に

音
も
大
き
い
の
で
、
体
の
感
か

く
が
お
か
し
く
な
る
ん
だ
と
、

気
づ
き
ま
し
た
。

　

長
い
広
告
や
み
終
わ
っ
た
後

の
感
か
く
が
好
き
で
は
な
い
け

れ
ど
、
集
中
し
て
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
え
い
画
館
の
い
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で

さ
け
て
い
た
け
れ
ど
、
ゆ
う
気

を
出
し
て
え
い
画
館
に
行
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
お
も
し

ろ
そ
う
な
え
い
画
が
あ
れ
ば
、

え
い
画
館
で
み
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
　   　
（
滞
米
２
年
８
か
月
）

「私が伸ばしたい力」
　　　　　　ニューヨーク育英学園サタデースクール PW 校中３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大山　英那

　

私
は
今
回
の
学
校
間
交
流

を
通
し
て
、
多
く
の
学
び
と

貴
重
な
体
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
交
流
に
参
加

す
る
前
は
、
初
め
て
会
う
パ

ー
ト
ナ
ー
と
う
ま
く
会
話
が

で
き
る
か
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
交
流
が
始
ま
る
と
、

相
手
校
の
生
徒
た
ち
は
温
か

く
接
し
て
く
れ
、
自
然
と
会

話
が
弾
み
ま
し
た
。
話
を
し

て
い
く
う
ち
に
緊
張
も
和
ら

ぎ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、
一
緒
に
授
業

を
受
け
た
り
、
学
校
生
活
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
お
互
い
の
学
校
生
活
の

違
い
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す
。
同
じ
学

年
で
あ
っ
て
も
、
学
校
に
よ

っ
て
行
事
や
授
業
の
進
め
方

が
異
な
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
が
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

他
の
学
校
で
は
当
た
り
前
で

は
な
い
こ
と
に
も
気
が
付
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
し

て
、
一
つ
の
物
事
を
様
々
な

視
点
か
ら
見
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
人
と
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
も
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
最
初

は
誰
で
も
緊
張
す
る
も
の
で

す
が
、
自
分
か
ら
勇
気
を
出

し
て
声
を
掛
け
る
こ
と
で
会

話
が
広
が
り
、
お
互
い
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の

意
見
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
の
考
え
や
意
見
を
尊
重

し
て
聞
く
こ
と
で
、
自
分
自

身
の
考
え
方
も
広
が
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
校
間
交
流
で
学

ん
だ
積
極
性
や
気
付
き
を
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体

験
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
学
校

生
活
や
日
々
の
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
３
か
月
）

「びわ湖で魚つり」
　　　　 ニュージャージー補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　い　るり

　

夏
休
み
に
び
わ
湖
で
つ
り
を

し
た
と
き
の
こ
と
が
、
心
に
の

こ
っ
て
い
ま
す
。
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
わ
た
し
は
大
阪
に
い

た
の
で
、
朝
の
四
時
に
起
き
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、「
も
う
行

か
な
い
と
ダ
メ
な
の
？
」
と
、

ず
っ
と
ね
む
そ
う
に
言
っ
て
い

ま
し
た
。
電
車
に
乗
っ
た
り
、

車
に
乗
っ
た
り
し
て
、
び
わ
湖

に
着
い
た
時
は
、
も
う
朝
の
八

時
で
し
た
。
わ
た
し
は
、
び
わ

湖
に
あ
る
小
さ
い
島
で
つ
り
を

す
る
た
め
に
、
船
に
乗
っ
て

そ
こ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
船

に
乗
っ
て
い
る
と
き
、
風
が

さ
ら
さ
ら
と
わ
た
し
の
顔
に

当
た
っ
て
、
と
て
も
気
持
ち

良
か
っ
た
で
す
。

　

船
が
着
い
て
、
す
ぐ
に
つ

り
を
始
め
ま
し
た
。
わ
た
し

が
糸
を
水
に
入
れ
て
し
ば
ら

く
す
る
と
、「
つ
ん
つ
ん
」
と
、

つ
り
ざ
お
が
動
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
つ
り
ざ
お
を
ぎ
ゅ

っ
と
に
ぎ
っ
て
引
っ
ぱ
る
と
、

「
バ
ッ
シ
ャ
ー
ン
！
」
と
、
魚

が
飛
び
上
が
っ
て
来
ま
し
た
。

わ
た
し
が
一
番
最
初
に
魚
を

つ
っ
た
の
が
う
れ
し
く
て
、

満
足
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
お
な
か

が
空
い
た
の
で
、
昼
ご
は
ん

に
し
ま
し
た
。
大
好
き
な
エ

ビ
フ
ラ
イ
と
梅
お
に
ぎ
り
を

た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。
ご

は
ん
の
後
、
つ
り
を
し
て
も

な
か
な
か
つ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
、
場
所
を
い
動

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
動
し
て
い
る
と
き
、
泳

げ
そ
う
な
所
が
あ
り
ま
し
た
。

足
を
入
れ
る
だ
け
で
、
体
全

体
が
冷
え
ま
し
た
。
足
を
水

の
中
に
入
れ
て
い
る
間
、
と

て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で

す
。
水
の
中
で
一
時
間
遊
ん

で
帰
る
予
定
だ
っ
た
け
れ
ど
、

楽
し
す
ぎ
て
二
時
間
も
遊
び

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
帰
り

の
船
に
乗
り
ま
し
た
。
帰
り

の
風
は
、
行
き
よ
り
も
も
っ

と
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
日
本
で
一
番

楽
し
く
つ
り
が
で
き
る
所
は
、

び
わ
湖
だ
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
日
本
に
行
く
機
会

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
び
わ
湖

に
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　
　
　

   （
滞
米
６
年
５
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「
グ
ラ
グ
ラ
の
歯
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
イ
リ
ー
　
ソ
フ
ィ
ア

ィ
ア
ち
ゃ
ん
の
他
の
抜
け
た
歯

た
ち
に
会
え
る
し
、
特
別
な
は

く
ぶ
つ
か
ん
に
住
め
る
ん
だ

よ
。」
と
、
言
い
ま
し
た
。
私

は
少
し
楽
し
み
で
し
た
が
、
も

う
少
し
ソ
フ
ィ
ア
ち
ゃ
ん
の
口

の
中
に
い
た
い
な
と
、
思
い
ま

し
た
。

　

数
日
後
、私
は
抜
け
ま
し
た
。

「
バ
イ
バ
イ
、
ソ
フ
ィ
ア
ち
ゃ

ん
」。

　
　
　

   （
滞
米
９
年
８
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

今
年
、
私
が
伸
ば
し
た
い
力

は
、
話
す
力
で
す
。
自
分
の
考

え
や
視
点
を
う
ま
く
、
簡
潔
に

ま
と
め
て
発
表
す
る
能
力
を
上

達
さ
せ
た
い
で
す
。
私
は
人
前

で
話
す
こ
と
や
授
業
中
に
発
表

す
る
こ
と
が
苦
手
で
、
自
分
の

意
見
や
考
え
を
は
っ
き
り
と
、

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
言
う
こ

と
が
う
ま
く
で
き
な
い
で
す
。

　

だ
か
ら
今
年
は
、
た
く
さ
ん

の
本
を
読
み
語
彙
力
を
高
め
、

自
信
を
持
っ
て
大
き
な
声
で
話

す
こ
と
に
集
中
し
た
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

な
が
ら
、
今
年
、
自
分
の
話
す

力
と
発
表
す
る
力
を
向
上
さ
せ

た
い
で
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
12
年
７
か
月
）

https://starchildny.com/
mailto:summerschool@nyikuei.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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郊
外
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
、
近
代
建
築
の
幾
何

学
的
な
空
間
に
あ
え
て
和
風
の
手
を
加
え
て
、
緊
張
と

く
つ
ろ
ぎ
を
促
す
時
間
を
過
ご
す
。
和
紙
ア
ー
ト
と
障

子
を
設
え
、
日
本
風
の
禅
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
演

出
。
和
紙
か
ら
得
ら
れ
る
光
の
効
果
で
、
工
芸
家
具
と

引
き
立
ち
あ
い
、
近
代
的
な
空
間
で
、
自
然
に
日
本
的

な
生
活
を
感
じ
取
れ
る
。

　

木
や
自
然
素
材
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
ス
タ
イ
ル
は
、

mid century style 

と
よ
ば
れ
、
家
具
類
は
、
自
然
素

材
を
多
用
し
、
日
本
の
民
芸
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
工
芸

的
な
要
素
か
ら
、
障
子
や
ア
ー
ト
に
綺
麗
に
映
え
、
や

わ
ら
か
さ
と
自
然
を
な
感
じ
さ
せ
る
。

　

こ
の
部
屋
の
障
子
は
、
強
化
和
紙
で
つ
く
ら
れ
、
表

面
の
本
物
の
和
紙
の
や
わ
ら
か
さ
を
な
感
じ
る
一
方
、

層
構
造
に
な
っ
た
芯
部
は
補
強
さ
れ
、
破
れ
る
こ
と
は

な
く
、
こ
ち
ら
の
消
防
法
に
準
拠
し
て
い
る
。
紙
に
慣

れ
て
な
い
ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で
も
使
用
可
。

　

直
立
し
た
大
き
な
木
の
切
り
株
の
上
に
設
置
さ
れ
た

抽
象
ア
ー
ト
は
、
く
も
の
巣
の
様
な
柄
の
一
枚
の
和
紙

で
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
掛
軸
作
品
。
俊
敏
性
な
中
に
、
や

わ
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
使
い
、
禅
の
書
を
思
わ
せ
る
雰
囲

気
を
作
り
出
す
。

　

和
紙
含
め
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、

仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど
除
き
、
和
紙
4
枚
分
で
、
だ
い

た
い
３
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
、
家
具
並
び
ス
タ
ジ

オ
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
。　

　（
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
）

問い合わせは　info@precious-piece.com  小平さん

ミッド・センチュリー・スタイルの家に住む

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
駅
が
、
約
80
億
ド
ル
規

模
の
大
規
模
改
修
計
画
の
対
象

と
な
り
、
都
市
交
通
の
象
徴
と

し
て
再
生
を
目
指
し
て
い
る
。

計
画
は
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
と
民
間

開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「Penn 

Transformation Partners

」

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
完
成

は
２
０
３
０
年
代
初
頭
を
見

込
む
。
新
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

１
９
１
０
年
に
完
成
し
た
初
代

ペ
ン
駅
の
壮
麗
な
建
築
様
式
を

再
解
釈
し
、
石
造
り
の
フ
ァ
サ

ー
ド
や
巨
大
な
円
柱
、
そ
し
て

自
然
光
が
差
し
込
む
広
大
な
コ

ン
コ
ー
ス
が
特
徴
と
な
る
。

　

天
井
は
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
以

上
に
達
し
、
ブ
ロ
ン
ズ
装
飾
や

都
市
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
描
い

た
レ
リ
ー
フ
な
ど
、
芸
術
的
要

素
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

　

こ
の
再
開
発
は
、
か
つ
て

１
９
６
３
年
に
旧
駅
が
解
体
さ

れ
て
以
来
、
地
下
中
心
で
暗
く

狭
い
空
間
と
な
っ
て
い
た
現
状

を
改
善
し
、
利
用
者
に
開
放
的

な
移
動
空
間
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
1
日

60
万
人
以
上
が
利
用
す
る
同
駅

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
最

大
の
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
Ｊ

Ｆ
Ｋ
空
港
な
ど
三
大
空
港
の
合

計
利
用
者
数
を
上
回
る
規
模
を

持
つ
。

　

一
方
で
、
マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク

エ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
の
存
続
や
工

事
に
よ
る
通
勤
へ
の
影
響
、
巨

額
の
費
用
負
担
を
め
ぐ
り
議
論

も
続
い
て
い
る
。
関
係
者
は
駅

を
運
営
し
な
が
ら
段
階
的
に
工

事
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、

今
後
の
詳
細
設
計
と
市
民
参
加

の
プ
ロ
セ
ス
が
注
目
さ
れ
る
。

ペ
ン
駅
改
修
工
事
を
計
画　

都
市
交
通
の
象
徴
と
し
て
再
生

image from Amtrak

▲
現
在
の
ペ
ン
駅
内
部

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:hello@libret.com
http://www.startsnewyork.com
https://qrco.de/bekbQo
mailto:info@precious-piece.com
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??
 　

２
０
２
６
年
。
今
年
60
歳
を

迎
え
る
方
に
と
っ
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
い
始
め
る
の
に
絶

好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、「
始
め

時
」
と
い
う
の
は
難
し
い
も
の

で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
台
頭
し
始
め

た
こ
ろ
、
Ｆ
Ｃ
２
ブ
ロ
グ
や
Ｍ

ｉ
ｘ
ｉ
に
い
ち
早
く
飛
び
込
ん

だ
も
の
の
、
本
流
に
乗
り
遅
れ

て
し
ま
っ
た ̶

 ̶

そ
ん
な
苦

い
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。「
早
く

始
め
た
の
に
損
し
た
」
と
い

う
感
覚
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
も

今
ま
さ
に
乱
立
期
に
あ
り
ま

す
。
ど
れ
を
使
え
ば
い
い
ん

か
？
と
い
う
話
で
す
。
私
自

身
が
現
在
使
っ
て
い
る
の
は
、

Claude

・Gemini
・Manus
・

NotebookLM

・Plaud 
Note

・ElevenLabs

と
い
っ

た
ツ
ー
ル
で
す
。
し
か
し
こ
の

顔
ぶ
れ
、
３
ヶ
月
前
と
は
す
で

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
し
、
３
ヶ

月
後
に
は
ま
た
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

ほ
ど
変
化
が
激
し
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
特
定
の
ツ
ー
ル
に
縛
ら

れ
る
よ
り
、「
使
い
慣
れ
る
姿

勢
そ
の
も
の
」
を
先
に
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
入
り

口
さ
え
入
っ
て
し
ま
え
ば
、
あ

と
は
慣
れ
で
す
。

　

で
は
、
60
歳
か
ら
の
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
と
し
て
私
が
特
に
お
勧

め
し
た
い
の
が
、「
自
分
史
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
で
す
。
手
書
き

の
日
記
、
古
い
手
帳
、
写
真
、

年
賀
状
、
メ
モ
の
切
れ
端 ̶

 
̶

そ
れ
ら
全
部
を
ス
キ
ャ
ン
し

て
Ａ
Ｉ
に
読
み
込
ま
せ
、「
私

の
10
代
」「
結
婚
前
の
思
い
出
」

「
子
育
て
時
代
」
と
い
っ
た
章

立
て
で
１
万
文
字
ず
つ
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。
最
終
的
に
10
万

文
字
規
模
の
、
世
界
に
ひ
と
つ

だ
け
の
「
自
分
史
」
が
完
成
す

60
歳
か
ら
の
Ａ
Ｉ
活
用
術
「
自
分
史
作
り
」

る
の
で
す
。「
１
０
０
文
字
以

内
で
答
え
な
さ
い
」
じ
ゃ
な
く

て
い
い
ん
で
す
（
笑
）。

　

実
は
、
13
年
前
に
亡
く
な
っ

た
私
の
母
も
、
膨
大
な
手
紙
を

遺
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
40
〜

41
年
頃
に
父
へ
宛
て
た
ラ
ブ
レ

タ
ー
、
結
婚
前
の
仕
事
の
こ

と
、
デ
ー
ト
の
記
憶
、
私
の
祖

母
へ
の
不
満
や
感
謝
。
本
当
に

マ
メ
な
人
で
し
た
。
し
か
し
量

が
多
す
ぎ
て
、
全
部
読
み
通
す

の
は
一
苦
労
で
す
。
も
し
母
が

生
き
て
い
た
な
ら
「
恥
ず
か
し

い
か
ら
や
め
て
！
」
と
１
０
０

％
の
確
率
で
言
っ
た
は
ず
で

す
（
笑
）。
た
だ
、
13
回
忌
も

過
ぎ
た
今
、
そ
っ
と
形
に
し
て

み
よ
う
か
な
と
思
い
始
め
て
い

ま
す
。
か
つ
て
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
手
書

き
文
字
の
テ
キ
ス
ト
化
）
に
は

数
10
万
円
か
か
っ
て
い
た
も
の

が
、
今
で
は
月
額
約
３
０
０
０

円
で
ほ
ぼ
賄
え
て
し
ま
う
。
技

術
と
コ
ス
ト
が
や
っ
と
「
庶
民

の
道
具
」に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
自
分
史
、
家
族
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
の
現

場
で
こ
そ
、
本
当
の
力
を
発
揮

し
ま
す
。
要
介
護
に
な
っ
て
か

ら
出
会
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

介
護
ヘ
ル
パ
ー
は
、「
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
後
の
姿
」
し
か

知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

人
が
歩
ん
で
き
た
数
十
年
の
人

生
こ
そ
が
、
支
援
の
質
を
根
本

か
ら
変
え
る
宝
の
地
図
で
す
。

私
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
（
そ
の
人
の
物
語
の
引

き
継
ぎ
）
と
い
う
や
つ
で
す
。

自
分
史
を
「
こ
れ
読
ん
ど
い

て
」
と
渡
す
だ
け
で
、
ぬ
く
も

り
も
尊
厳
も
、
関
わ
り
方
が
ま

る
で
違
っ
て
く
る
。
そ
う
確
信

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
踏
み
込

ん
だ
こ
と
も
始
め
て
い
ま
す
。

私
はElevenLabs

と
い
う
ツ

ー
ル
を
使
っ
て
、
自
分
の
声
を

再
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
死
後
も
家
族
が
問
い
か
け

れ
ば
そ
の
声
で
答
え
が
返
っ
て

く
る
、
そ
ん
な
「
存
在
の
痕

跡
」
を
遺
そ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
昨
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
で
は
石
黒
浩
一
教
授
が
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
を
通
じ
て
「
死
ん
だ

ら
ど
う
な
る
？
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
人

は
亡
く
な
っ
た
後
も
誰
か
の
記

憶
の
中
で
語
り
か
け
続
け
ら
れ

る
時
代
が
、
も
う
そ
こ
ま
で
来

て
い
ま
す
。「
え
い
い
ち
爺
さ

ん
の
痕
跡
」
に
誰
が
興
味
あ
ん

ね
ん
、
と
笑
わ
れ
そ
う
で
す
が

（
笑
） ̶

 ̶

人
の
人
生
は
ど
れ

も
が
、
誰
か
に
と
っ
て
の
宝
で

す
。
生
き
て
き
た
証
を
残
せ
る

能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
ぜ
ひ
一

歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
の
発
音

指
導
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
私
が
い
つ
も
驚
か
さ
れ

る
の
は
、
発
音
そ
の
も
の
の
変

化
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
声

が
変
わ
る
と
、
そ
の
人
の
表
情

や
話
し
方
ま
で
、
少
し
ず
つ
輝

き
始
め
る
の
で
す
。

　

最
初
は
「
英
語
を
聞
き
取
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」「
発
音

を
良
く
し
た
い
」
と
言
っ
て
い

た
方
が
、
い
つ
の
間
に
か
自
信

を
取
り
戻
し
、
自
分
ら
し
く
話

し
始
め
る
。
そ
の
変
化
を
私
は

何
度
も
見
て
き
ま
し
た
。

　

人
は
誰
で
も
、
自
分
だ
け
の

声
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

音
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
を
大
切
に
感
じ
る
の

か
、
ど
ん
な
こ
と
に
心
が
動
く

の
か
。
そ
う
し
た
、
そ
の
人
ら

し
さ
も
ま
た
「
声
」
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
々
、
周
囲
の
期

待
や
評
価
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

に
慣
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

自
分
自
身
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ

る
時
間
は
、
案
外
少
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
自
信

の
な
い
言
語
を
話
す
と
き
に

は
、
自
分
の
声
を
聴
く
こ
と
そ

の
も
の
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
声
に
ま
っ
す
ぐ
耳
を

傾
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、

人
は
少
し
ず
つ
自
由
に
な
り
ま

第
8
回　

自
分
の
声
を
聴
く
と
い
う
こ
と

̶
 

英
語
の
音
が
教
え
て
く
れ
た
も
の ̶

す
。
そ
し
て
、
自
分
ら
し
さ
が

自
然
に
輝
く
生
き
方
へ
と
歩
き

始
め
ま
す
。

　

私
が
英
語
の
音
を
伝
え
続
け

て
い
る
の
は
、
発
音
を
教
え
た

い
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

英
語
と
い
う
美
し
い
音
の
世
界

を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
自
身
の
声
に
出
会
う
き
っ
か

け
を
届
け
た
い
か
ら
で
す
。

　

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ

イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講

師
。
著
書
『
最
強
英
語
発
音

メ
ソ
ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通

し
て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と

「
声
で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り

戻
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
交
通
局

（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
は
17
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
6
番
街
（
ア
ベ
ニ
ュ

ー
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ズ
）

の
ワ
ッ
ツ
通
り
か
ら
58
丁
目
ま

で
、
約
63
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
た
り

新
た
な
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
整

備
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。

　

対
象
区
間
で
は
1
日
約

5
万
１
０
０
０
人
が
利
用
し
て

お
り
、
4
路
線
の
一
般
バ
ス
と

27
路
線
の
急
行
バ
ス
の
運
行
速

度
向
上
を
目
指
す
。

　

現
在
、
一
般
バ
ス
の
平
均
速

度
は
時
速
３
・
５
マ
イ
ル
と
低

く
、
徒
歩
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

区
間
も
あ
る
と
い
う
。
新
設
さ

れ
る
「
オ
フ
セ
ッ
ト
型
」
バ
ス

レ
ー
ン
は
、
駐
車
車
両
に
よ
る

妨
害
を
避
け
、
定
時
運
行
を
促

進
す
る
仕
組
み
だ
。
併
せ
て
31

丁
目
か
ら
59
丁
目
ま
で
幅
2
車

線
の
自
転
車
レ
ー
ン
を
延
伸

し
、
歩
行
者
用
安
全
島
の
設
置

や
交
差
点
の
改
良
も
進
め
る
。

6
番
街
は
市
の
交
通
安
全
計

画
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
ゼ
ロ
」
の
重

点
対
象
区
間
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
事
故
防
止
効
果
も
期
待
さ

れ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
就
任
後
に
公

共
交
通
の
強
化
を
掲
げ
る
ゾ
ー

ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
主
要

政
策
の
一
つ
で
、
45
の
優
先
路

線
で
バ
ス
速
度
を
20
％
向
上
さ

せ
る
公
約
の
一
環
。
な
お
、
公

約
に
掲
げ
た
バ
ス
運
賃
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
州
政
府
の
支
持

が
得
ら
れ
ず
実
現
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

6
番
街
に
バ
ス
専
用
レ
ー
ン

通
勤
時
間
短
縮
目
指
す

　

グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ビ
レ
ッ
ジ
の

西
８
丁
目
が
10
日
、正
式
に「
ジ

ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ

ィ
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

天
才
ギ
タ
リ
ス
ト
の
故
ジ

ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
は

１
９
６
８
年
、
同
地
に
収
録
ス

タ
ジ
オ
「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・

レ
イ
デ
ィ
・
ス
タ
ジ
オ
ズ
」
創

設
計
画
を
立
て
た
が
、
開
設
の

２
か
月
前
に
本
人
は
27
歳
で
死

去
し
た
。
運
営
危
機
を
も
乗
り

越
え
、
同
ス
タ
ジ
オ
で
は
パ
テ

ィ
・
ス
ミ
ス
や
ス
テ
ィ
ー
ビ

ー
・
ワ
ン
ダ
ー
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ボ
ウ
イ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト

ー
ン
ズ
を
含
む
著
名
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
が
名
曲
を
生
み
出
し

た
。
Ｎ
Ｙ
市
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト

２
を
代
表
す
る
ハ
ー
ベ
イ
・
エ

ス
ペ
イ
ン
Ｎ
Ｙ
市
議
会
議
員

は
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
の
偉
業

と
音
楽
業
界
に
対
す
る
貢
献
を

称
え
、
同
一
角
を
「
ジ
ミ
・
ヘ

ン
ド
リ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ィ
」
と

命
名
す
る
法
案
を
提
出
し
た
。

同
時
に
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
の
遺

族
が
経
営
す
る
事
務
所
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク

ス
は
同
法
案
を
支
援
す
る
署
名

運
動
を
行
い
、
Ｎ
Ｙ
市
議
会
の

承
認
に
至
っ
た
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
名
掲
示
の
当
日

は
、
朝
か
ら
式
典
会
場
の
西
８

丁
目
と
６
番
街
の
角
に
多
く
の

フ
ァ
ン
た
ち
が
集
結
し
、
エ
ス

ペ
イ
ン
同
議
員
が
司
会
を
務
め

た
式
典
に
は
、
Ｎ
Ｙ
州
議
会
議

員
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
長
、
音

楽
関
係
者
た
ち
が
出
席
し
、
故

人
へ
の
思
い
や
思
い
出
を
伝
え

た
。
同
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
同
時

に
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ザ
ン

ト
、
ボ
ノ
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ブ

ラ
ウ
ン
、
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ

ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
そ
し
て
映
画

監
督
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ

ッ
シ
が
設
立
し
た
音
楽
を
通
し

て
若
者
の
生
活
向
上
を
支
援
す

る
非
営
利
団
体
テ
ィ
ー
チ
ロ
ッ

ク
と
提
携
し
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
学

校
に
音
楽
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
、
歴
史
や
言
語
な
ど
５
０
０

以
上
の
無
料
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

提
供
す
る
。
な
か
に
は
ヘ
ン
ド

リ
ッ
ク
ス
の
Ｒ
＆
Ｂ
と
ブ
ル
ー

ス
の
ル
ー
ツ
、
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
に
与
え
た
革
新
的
な
影

響
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
学
ぶ
中
高
生
を
対
象
に
し
た

科
目
「
ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク

ス
：
ロ
ッ
ク
の
先
駆
的
な
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
、
影
響
的
な
ギ
タ
リ

ス
ト
」
も
あ
る
。

ジミヘン通り正式に
グリニッジ・ビレッジ西８丁目

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
の
ヘ
ア

ス
タ
イ
リ
ス
ト
、
美
容
関
係
者

に
よ
る
第
34
回
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ

ス
ト
・
ゴ
ル
フ
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
８
月
24
日
（
月
）
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
る
。
現
在
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。
募
集
人

数
は
１
０
０
人
。
参
加
費
は

１
人
２
２
０
ド
ル
（
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
、
カ
ー
ト
代
、
表

彰
式
、
食
事
、
オ
ー
プ
ン
バ

ー
、
商
品
代
込
み
）。
締
め
切

り
は
定
員
に
な
り
次
第
。
参
加

申
し
込
み
は
小
切
手
（
２
２
０

ド

ル
、payable to Shige 

Kosuda

）
を
同
封
し
て
シ
ゲ
小

須
田
（Shige Kosuda )

さ
ん

に
郵
送
。
送
り
先
は141East 

55th Street,#2G  New 
York, New York10022

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

kosuda@earthlink.net

電
話

９
１
７
・
７
４
７
・
８
６
７
８
。

ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ゴ
ル
フ
大
会

８
月
24
日
開
催
参
加
者
を
募
集
中

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Project assistant 
Government related org.    
$24.5/hr. NY (#17010)
------------------------------------
● Admin. Support Specialist
Manufacturing
$50K-$60K NY (#16952) 
------------------------------------

------------------------------------
● School Operations Manager
Education    
$55K-$62K NY (#16937)
------------------------------------
● School Offi  ce Admin. 
(Part Time) Education 
$19-$23/hr. NY (#16936)
------------------------------------
● Assistant Vice Principal
(Part Time) Education  
$19-$23/hr. NY (#16932)
------------------------------------
● Operation&Customer Service Rep.
Manufacture 
$22-$25/hr NY (#16907) 
------------------------------------
● Assistant Accountant
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$48K-$50K NY (#16879)
------------------------------------
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Manufacturing    
$23-25/hr. NJ (#16827)
------------------------------------

------------------------------------
● Nurse
Education   
$80K NY (#16765)
------------------------------------
● Fundraising Manager 
Education    
$70K NY (#16764)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00
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長
野
県
の
東
部
に
位
置
す
る

上
田
市
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い

っ
て
も
真
田
氏
ゆ
か
り
の
歴
史

で
あ
る
。
真
田
昌
幸
に
よ
っ
て

築
城
さ
れ
、
徳
川
軍
を
２
度
も

退
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
難
攻

不
落
の
名
城
・
上
田
城
を
は
じ

め
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
真

田
家
の
家
紋
「
六
文
銭
」
を
目

に
す
る
。
２
０
１
６
年
に
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』

（
堺
雅
人
主
演
）
が
放
送
さ
れ

た
の
で
、
い
ま
も
多
く
の
人
の

記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
思
う
。

上
田
駅
前
に
は
、
甲
冑
姿
で
采

配
を
振
る
う
真
田
幸
村
の
初
陣

を
表
し
た
騎
馬
像
も
あ
り
、
記

念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
上
田
駅
か
ら
、
ロ
ー

カ
ル
線
の
上
田
電
鉄
別
所
線
に

乗
車
し
、
の
ど
か
な
田
園
風
景

と
山
並
み
を
眺
め
な
が
ら
30

分
。
水
色
屋
根
の
終
着
駅
、
別

所
温
泉
に
到
着
す
る
。　
　
　

　
「
信
州
の
鎌
倉
」
と
称
さ
れ

る
こ
の
地
は
、
１
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
誇
る
信
州
最
古
の

温
泉
地
。
か
つ
て
は
北
条
氏
が

別
院
を
構
え
て
鎌
倉
か
ら
仏
教

文
化
を
持
ち
込
み
、
寺
社
の
建

立
や
再
建
を
し
た
た
め
、
中
世

の
面
影
を
の
こ
す
寺
社
が
点
在

し
て
い
る
。
温
泉
街
の
坂
道
を

の
ん
び
り
と
歩
く
と
、
さ
っ
そ

く
北
向
観
音
（
き
た
む
き
か
ん

の
ん
）
が
見
え
て
き
た
。
そ
の

名
の
通
り
、
本
堂
が
北
を
向
い

て
い
る
の
が
特
徴
で
、
善
光
寺

（
長
野
市
）
と
向
か
い
合
っ
て

お
り
、
両
方
を
参
拝
す
る
こ
と

で
現
世
と
来
世
の
幸
せ
を
願
う

「
両
参
り
」
が
で
き
る
の
だ
そ

う
。境
内
は
高
台
に
あ
る
た
め
、

遠
く
広
が
る
上
田
盆
地
や
浅
間

山
が
よ
く
見
え
る
。
ま
た
、
樹

齢
１
２
０
０
年
と
い
わ
れ
る
巨

木
「
愛
染
カ
ツ
ラ
」
や
舞
台
造

り
の
お
堂
が
あ
り
、
周
囲
の
緑

と
調
和
し
て
い
る
。

　

こ
の
愛
染
カ
ツ
ラ
に
は
、
北

向
観
音
の
建
立
に
ま
つ
わ
る
伝

説
が
あ
る
。
平
安
時
代
、
こ
の

地
を
訪
れ
た
高
僧
・
慈
覚
大
師

円
仁
が
、
こ
の
木
の
前
で
修
行

を
し
て
い
た
。
す
る
と
木
か
ら

眩
い
光
が
放
た
れ
、
そ
の
中
か

ら
観
音
様
が
姿
を
現
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
以
来
、
こ
の

木
は
観
音
様
が
宿
る
「
霊
木
」

と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
木
を
全
国

的
に
有
名
に
し
た
の
は
、作
家
・

川
口
松
太
郎
の
代
表
作
で
あ
る

小
説
『
愛
染
か
つ
ら
』
だ
。
身

分
の
違
い
や
周
囲
の
反
対
に
翻

弄
さ
れ
る
、
若
い
医
師
と
看
護

師
の
切
な
い
恋
物
語
で
、
ふ
た

り
の
純
愛
が
木
の
前
で
誓
わ
れ

た
こ
と
か
ら
「
こ
の
木
の
前
で

祈
れ
ば
愛
が
成
就
す
る
」
と
い

う
信
仰
が
生
ま
れ
た
。そ
の
後
、

何
度
も
映
画
化
・
ド
ラ
マ
化
さ

れ
て
大
ヒ
ッ
ト
。「
恋
愛
成
就

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
の

だ
が
、
そ
れ
は
昭
和
時
代
の
話

で
あ
る
。
映
画
の
主
題
歌
の
歌

い
出
し
「
花
も
嵐
も
踏
み
越
え

て
…
」
を
ご
存
知
の
方
は
、
機

会
が
あ
っ
た
ら
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

夕
暮
れ
と
と
も
に
温
泉
街
に

ポ
ツ
ポ
ツ
と
灯
り
が
と
も
り
始

め
た
こ
ろ
、
旅
館
に
戻
り
、
地

元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
料

理
と
、
ほ
ん
の
り
硫
黄
の
香
り

が
漂
う
温
泉
を
楽
し
ん
だ
。
今

回
の
旅
は
「
日
本
の
桜
が
見
た

い
」
と
言
っ
た
、
付
き
合
い
の

長
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
友
人

ふ
た
り
と
一
緒
で
あ
る
。
ふ
た

り
は
東
京
や
大
阪
も
訪
れ
た

が
、
都
会
に
は
な
い
日
本
の
原

風
景
を
嬉
し
そ
う
に
写
真
に
お

さ
め
、
神
社
で
お
み
く
じ
を
引

き
、
電
車
の
座
席
が
ふ
か
ふ
か

な
布
製
で
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
。
そ
し
て
、
ず
ら
っ
と
並
ん

だ
旅
館
の
夕
食
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
珍
し
そ
う
に
口
に
運
ん
で

大
き
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
、

浴
衣
を
着
て
笑
い
あ
っ
た
。
夕

食
後
は
雨
が
降
り
だ
し
た
の
で

夜
の
散
策
は
あ
き
ら
め
、
畳
に

敷
か
れ
た
布
団
に
寝
転
び
な
が

ら
明
日
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
、

何
を
食
べ
よ
う
か
と
話
し
て
い

る
う
ち
に
、
み
ん
な
ぐ
っ
す
り

寝
て
し
ま
っ
た
。

　

翌
朝
、
宿
を
後
に
し
て
「
安

楽
寺
」
へ
向
か
っ
た
。
境
内
の

入
り
口
に
は
、
安
楽
寺
の
山
号

で
あ
る
「
宗
福
山
」
と
書
か
れ

た
立
派
な
扁
額
（
へ
ん
が
く
）

が
掲
げ
ら
れ
た
黒
門
に
、
終
わ

り
か
け
の
桜
が
か
か
っ
て
い
て

絵
に
な
る
。
門
を
く
ぐ
る
と
赤

や
ピ
ン
ク
の
か
わ
い
ら
し
い
ハ

ナ
モ
モ
も
あ
ち
こ
ち
に
咲
い
て

い
た
。
こ
の
寺
に
あ
る
の
は
、

長
野
県
の
国
宝
第
一
号
と
な
っ

た
「
八
角
三
重
塔
」
だ
。
鎌
倉

時
代
末
期
の
１
２
９
０
年
代
に

建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
こ
の

塔
は
、
幾
重
に
も
重
な
る
屋
根

の
曲
線
が
美
し
く
、
頂
上
に
は

相
輪
が
高
く
そ
び
え
て
い
る
。

木
々
の
合
間
か
ら
差
し
込
む
光

が
、
そ
の
緻
密
な
建
築
美
を
際

立
た
せ
て
い
た
。
上
田
に
は
こ

の
八
角
三
重
塔
を
見
る
た
め
に

来
た
。
時
が
止
ま
っ
た
よ
う
な

不
思
議
な
静
け
さ
の
な
か
、
し

ば
ら
く
の
あ
い
だ
み
ん
な
何
も

言
わ
ず
に
そ
の
圧
倒
的
な
佇
ま

い
を
見
上
げ
て
い
た
。
違
う
季

節
に
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思

わ
せ
る
、い
い
温
泉
街
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
見
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
毎
年
７
月

に
は
別
所
温
泉
に
伝
わ
る
雨
乞

い
の
祭
り
「
岳
の
幟
（
た
け
の

の
ぼ
り
）」
が
開
催
さ
れ
る
。

長
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
の
青
竹

に
、
色
と
り
ど
り
の
反
物
を
巻

き
つ
け
た
幟
を
掲
げ
た
人
々
の

行
列
が
練
り
歩
き
、
笛
や
太
鼓

に
合
わ
せ
て
「
さ
さ
ら
踊
り
」

や
「
三
頭
獅
子
舞
」
も
奉
納
さ

れ
る
。
５
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
祭
り
で
国
の
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
。
夏
風
に
揺
れ
る
色
鮮
や

か
な
幟
の
行
列
は
、
い
つ
か
現

地
で
実
際
に
見
て
み
た
い
風
景

の
ひ
と
つ
だ
。

　
　
　
（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）

長
野
県
上
田
市

信
州
の
鎌
倉
、
別
所
温
泉

　

２
０
２
０
年
8
月
に
銀
座
に

移
転
開
館
し
た
「
セ
イ
コ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
銀
座
」
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。
創
業
者
・
服
部

金
太
郎
の
生
誕
１
６
０
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
、
セ
イ
コ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
、
墨
田
区
か

ら
創
業
の
地
で
あ
る
銀
座
に
移

転
し
、
地
下
1
階
か
ら
5
階
ま

で
6
フ
ロ
ア
か
ら
な
る
企
業
博

物
館
と
し
て
開
館
し
た
も
の
で

す
。

　

以
前
は
、
セ
イ
コ
ー
の
前
身

で
あ
る
服
部
時
計
工
場
が
あ
っ

た
墨
田
区
東
向
島
に
あ
り
、
も

と
も
と
は
創
業
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
１
９
８
１
年
に
「
時

と
時
計
」
に
関
す
る
資
料
・
標

本
の
収
集
・
保
存
と
研
究
を

目
的
と
す
る
「
セ
イ
コ
ー
時

計
資
料
館
」
と
し
て
開
館
し
、

２
０
１
２
年
に
「
セ
イ
コ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
私
も
セ
イ
コ
ー
時

計
資
料
館
時
代
と
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
の
2
回
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
当
初
は
電
話
の
み

の
予
約
制
で
、
見
学
順
路
も
わ

か
り
に
く
く
、
い
か
に
も
企
業

内
博
物
館
と
い
う
感
じ
で
な
ん

と
な
く
堅
苦
し
か
っ
た
印
象
が

あ
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
は
面
目
を
一
新
し
、
今
回
銀

座
に
移
転
し
て
、
さ
ら
に
見
や

す
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
残
念
な
の
は
、
や
や
敷
地

面
積
が
狭
く
、
2
階
以
外
は
エ

レ
ベ
ー
タ
1
基
の
み
の
移
動
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
か
、

現
在
も
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
開
館
以
来
一
貫

し
て
入
館
無
料
な
の
は
、
あ
り

が
た
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
銀
座
で
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
同
館
は
、
銀

座
四
丁
目
の
交
差
点
を
見
下

ろ
す
よ
う
に
立
つ
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
的
存
在
で
あ
る
和
光
本

館
（SEIKO HOUSE GINZA

）
に
も
近
く
、
ま
さ
に
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。

和
光
本
館
は
、
１
９
３
２
年

に
落
成
し
た
服
部
時
計
店
の

二
代
目
時
計
塔
で
、
セ
イ
コ

ー
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
、
高
さ
約

５
・
８
メ
ー
ト
ル
の
大
型
振

り
子
時
計
「RONDEAU LA 

TOUR

（
ロ
ン
ド
・
ラ
・
ト
ゥ

ー
ル
）」
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

館
内
は
歴
代
の
セ
イ
コ
ー

製
品
に
加
え
、
日
時
計
や
振

り
子
時
計
、
か
ら
く
り
時
計

な
ど
古
今
東
西
の
時
計
や
資

料
約
５
０
０
点
を
展
示
し
、

1
階
か
ら
5
階
ま
で
「
は
じ

ま
り
の
時
間
」「
常
に
時
代
の

一
歩
先
を
行
く
」「
自
然
が
伝

え
る
時
間
か
ら
人
が
つ
く
る

時
間
」「
精
巧
な
時
間
」「
い

ろ
い
ろ
な
時
間
」
と
テ
ー
マ

別
の
展
示
が
続
き
ま
す
。

　

個
人
的
に
一
番
興
味
が
あ
る

の
は
、
地
下
1
階
の
「
極
限
の

時
間
」
展
示
で
、
１
９
６
０
年

代
は
じ
め
、
セ
イ
コ
ー
は
過
酷

な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
計
時
計
測

に
挑
戦
し
、
時
計
の
精
度
と
耐

久
性
の
飛
躍
的
な
向
上
を
実
現

し
ま
し
た
。
セ
イ
コ
ー
の
ス
ポ

ー
ツ
計
時
機
器
と
ス
ポ
ー
ツ
ウ

オ
ッ
チ
は
、
常
に
限
界
に
挑

む
ア
ス
リ
ー
ト
や
極
限
に
臨
む

冒
険
家
た
ち
の
要
求
に
応
え
、

１
０
０
０
分
の
1
秒
の
精
度
を

追
求
し
、
陸
上
競
技
、
競
泳
な

ど
の
国
際
大
会
で
ア
ス
リ
ー
ト

の
挑
戦
を
支
え
続
け
て
い
る
の

で
す
。

　

２
０
２
４
年
4
月
に
は
、
6

階
の
フ
ロ
ア
に
「
グ
ラ
ン
ド
セ

イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
新

設
さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー

の
発
展
と
進
化
の
歴
史
が
わ
か

る
特
別
な
空
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
時
帰
国
の
際
な
ど
、
銀

座
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
る
際

に
は
、
ぜ
ひ
セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
銀
座
も
見
学
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

1
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ジ
ャ
ズ
の
包
容
力
に
つ
い
て

最
近
よ
く
考
え
る
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ま
で

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
す

る
。
人
種
や
文
化
、
思
想
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
壁
も
越
え
る
懐
の

深
さ
が
ジ
ャ
ズ
に
は
あ
る
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
カ

リ
プ
ソ
や
ポ
ッ
プ
・
ソ
ン
グ
と

幅
広
く
手
が
け
、
先
頃
逝
去
し

た
ソ
ニ
ー
・
ロ
リ
ン
ズ
な
ど
は

そ
れ
を
体
現
す
る
演
奏
家
だ
っ

た
。

　

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
奏
者
ラ

ケ
シ
ア
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
ジ

ャ
ズ
を
言
葉
に
す
る
な
ら
、
さ

し
ず
め
熱
気
だ
ろ
う
か
。
聴
く

側
が
静
か
に
鑑
賞
す
る
演
奏
と

は
異
な
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と

客
た
ち
と
が
同
じ
時
間
、
同
じ

場
所
で
音
楽
を
通
じ
て
躍
動
を

体
験
で
き
る
の
が
彼
女
の
音
楽

の
真
骨
頂
だ
。
6
月
初
め
に
オ

ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
、
Ｎ
Ｙ

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
・

ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
ブ
で
見
た
彼
女

の
ラ
イ
ブ
は
、
ま
さ
に
そ
の
熱

狂
の
渦
の
中
に
あ
っ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ハ
イ
ツ
に
あ
る
ド
ミ
ニ
カ

系
地
区
出
身
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

は
、数
日
前
に
ア
ル
バ
ム
『W

e 
Dream

』
を
発
表
し
た
ば
か

り
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
上
原

ひ
ろ
み
と
の
共
演
作
〈Flame 

Keeper

〉
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
感
情
ほ

と
ば
し
る
演
奏
で
ラ
イ
ブ
を
作

っ
て
い
た
。
メ
レ
ン
ゲ
や
サ
ル

サ
な
ど
ラ
テ
ン
の
ム
ー
ド
を
基

調
と
し
た
曲
の
一
方
で
、
ブ
ル

ー
ズ
、
さ
ら
に
は
ゴ
ス
ペ
ル
的

ラ
ケ
シ
ア
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

新元良一　No.15
な
サ
ウ
ン
ド
ま
で
聴
け
た
。

　

サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
だ
け
で
は

な
い
。ラ
ッ
プ
や
詩
の
朗
読
と
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
楽
器
か
ら
離

れ
て
も
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ

る
。
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
側
面
も

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
の
ラ
イ
ブ
に
は
本
人

と
聴
衆
の
間
の
垣
根
を
取
り
払

い
、
純
粋
に
音
楽
に
没
頭
で
き

る
一
体
感
が
あ
る
。

　

先
に
ゴ
ス
ペ
ル
と
述
べ
た

が
、
そ
の
感
覚
は
ど
こ
と
な
く

黒
人
教
会
の
合
唱
を
思
わ
せ

る
。
彼
女
に
導
か
れ
、ピ
ア
ノ
、

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
が
続
き
、
歓

声
や
手
拍
子
で
客
席
の
我
々
は

こ
れ
に
応
じ
る
。
例
え
ば
、
コ

ル
ト
レ
ー
ン
の
名
演
で
知
ら
れ

る
〈
マ
イ
・
フ
ェ
バ
リ
ッ
ト
・

シ
ン
グ
ス
〉
も
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
の
手
に
か
か
る
と
、
そ
こ
に

い
た
誰
も
が
心
身
と
も
に
揺
り

動
か
さ
れ
、
他
で
は
得
ら
れ
な

い
高
揚
感
に
浸
れ
る
。
こ
れ
も

ま
た
ジ
ャ
ズ
な
の
だ
。

（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
、
Ｎ
Ｙ
在
住
）

　

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ザ
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
は
、
夏
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
「
サ
マ
ー
・
フ
ォ
ー
・

ザ
・
シ
テ
ィ
」
を
8
月
8
日
ま

で
開
催
す
る
。
今
年
も
16
エ
ー

カ
ー
に
及
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

を
舞
台
に
、
数
百
に
お
よ
ぶ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を

無
料
ま
た
は
任
意
料
金
制
で
提

供
し
、
多
様
な
芸
術
体
験
を
市

民
や
観
光
客
に
届
け
る
。

　

２
０
２
２
年
の
開
始
以

来
、
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
累
計

１
６
０
万
人
以
上
が
来
場
し
て

お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
を

代
表
す
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
動
き

（Movement

）」。
ダ
ン
ス
を

中
心
に
据
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

展
開
さ
れ
、
世
界
各
地
か
ら
集

ま
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公

演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

会
場
デ
ザ
イ
ン
は
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

の
ク
リ
ン
ト
・
ラ
モ
ス
が
担
当
。

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
象

徴
で
あ
る
レ
ブ
ソ
ン
噴
水
で

は
、
新
た
に
制
作
さ
れ
た
噴
水

シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、

中
央
広
場
に
は
「
ダ
ン
ス
・
フ

ロ
ア
」
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
、
ダ
ン
ス
と
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
分
野
で
発
表
さ
れ
る
9
つ

の
新
作
委
嘱
作
品
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ッ
ト
・

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
、
ジ

ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
・

セ
ン
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

シ
テ
ィ
・
バ
レ
エ
、
ジ
ュ
リ
ア

ー
ド
音
楽
院
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
な
ど
、

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
す
る
主
要
芸
術
団
体
と
の

協
力
企
画
も
多
数
予
定
さ
れ
て

い
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ

ー
の
マ
リ
コ
・
シ
ル
バ
ー
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
世
界
の
文
化

と
地
域
社
会
が
出
会
う
場
と
し

て
、
芸
術
は
す
べ
て
の
人
の
た

め
に
あ
る
と
い
う
使
命
を
体
現

し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

 

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
で
確

認
で
き
る
。https://www.

lincolncenter.org/series/
sum

m
er-for-the-city/s/

Damrosch%20Park

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー  

２
０
２
６
年

「
サ
マ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
シ
テ
ィ
」

無
料
・
任
意
料
金
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
表

　

岐
阜
県
美
濃
地
方
、
多
治

見
市
に
あ
る
名
門
「
幸
兵
衛

窯
」
の
八
代
当
主
で
あ
り
、

現
代
陶
芸
を
代
表
す
る
陶
芸

家
の
加
藤
亮
太
郎
が
、
7
月

7
日
（
火
）
よ
り
8
月
28

日
（
金
）
ま
で
、
ジ
ョ
ア
ン
・

Ｂ
・
ミ
ル
ヴ
ィ
ス
Ｌ
Ｔ
Ｄ
（
東

78
丁
目
39
番
地
４
階
、
電
話

２
１
２
・
７
９
９
・
４
０
２
１
）

に
て
Ｎ
Ｙ
で
初
め
て
の
個
展
を

開
催
す
る
。

　

加
藤
は
人
間
国
宝
の
加
藤
卓

男
を
祖
父
に
持
ち
、
志
野
や
瀬

戸
黒
、
織
部
な
ど
の
美
濃
焼
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
穴
窯
焼
成

に
よ
る
力
強
く
現
代
的
な
茶
陶

の
制
作
で
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
伝
統
技
法
で
あ
る
美
濃
桃

山
陶
の
茶
盌
を
中
心
に
、
穴
窯

焼
成
に
よ
る
作
品
を
精
力
的
に

発
表
し
、
一
昨
年
に
は
日
本
陶

磁
協
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

今
回
の
個
展
に
は
、
作
家
本

人
も
来
廊
予
定
で
、
彼
の
個
性

と
自
然
の
深
遠
な
美
し
さ
が
凝

縮
し
た
珠
玉
と
い
わ
れ
る
茶
盌

を
は
じ
め
、オ
ブ
ジ
ェ
や
花
器
、

水
指
、
書
作
品
も
展
示
す
る
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
完
全
予
約

制
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.mirviss.com/

を
参
照
す
る
。

加藤亮太郎 陶芸展
７月７日から開催

ジョアン・Ｂ・ミルヴィスＬＴＤ
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